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筆者は1976年，研究生として来日してまもなく，自治会の回覧板に興味を持ちはじめ，こうした地

域組織のいずれかについて研究しようと考えた。そして1982年より長期計画のもとで，町内会・自治

会の研究に着手した。筆者の母国であるオーストリアには類似した組織が存在していない(1)。それ

ゆえ，このような組織に関する研究は，日本社会の特性を明らかにしうる一つの道ではないか，と考

えたからである。本研究の究極的な目的は，現在に至るまでの自治会組織の歴史的変遷を明らかにす

ることであるが，ここではその一環として，東京都青梅市における婦人会組織の現状分析にテーマを

限定する。

特に青梅市のような地域を研究対象に選んだのは，純農村あるいは大都市の社会ではなく，小．中

都市型であることによって，その歴史的変容がより鮮明になりうるからである。というのもそうした

都市は，一方で農村社会の伝統が残っているとともに，他方で都市化が進むというような過渡性を濃

厚に有しているからである。青梅市は，1951年４月１日にいくつかの町村の合併で，市となった。当

初の人口は，53166人，1965年60892人となり農村社会的要素の多い小都市であり続けたが，その後，

東京のベッドタウン化が進み，1980年では98991人の人口に至っていろ(2)。

筆者は，1983年２月から４月にわたるほぼ３ケ月の間，自治会組織の研究調査を実施した際，青梅

市には大きな婦人会組織が自治会とは独立して存在していることに注目した。自治会と同様に，戦前

と多少つながりを持つ－つの重要な地域組織である婦人会は，男性中心の自治会（会員は世帯主であ

り，役員のほとんどは男性）と深い関係を持ちながらも，地域社会の諸問題に独自に対応している興

味深い存在である。しかし，婦人会としての活動や運営に問題が生じ，結果として，婦人会が自治会

の婦人部に転化していく傾向が，最近強くなっていることが，指摘されていろ(3)。こうした指摘が，

青梅市の婦人会組織に当てはまるかどうかを，確かめることが本調査の重要な目的である。

青梅市婦人会についての総合的な大きな調査は，筆者の知る限り存在せず，市当局の資料の中にも

詳しく扱ったものはない。そのうち参考となるのは，1971年青梅市の市政総合世論調査である。その

中で，743人の市民について，どんな地域活動に参加，または協力しているかを調べた結果をみろと，

参加率が一番高い地域組織は自治会であり(40.9％)，次は婦人会（19.896)，子供会（16.5％)，老人

会（14.1％）等の順であった(4)。この結果を見ろと，婦人会への参加，協力は，人数の点で自治会

に次ぐものであるが，かなりの差があることで，自治会が地域組織内で中心的存在であることがわか

る。上述の世論調査はその後も毎年行われたが，婦人会に関係する質問は欠落しているという傾向は

その後の資料から窺えろ(5)。また婦人会の役員たちはどんな意識に基づいて婦人会組織を運営して

いるかを本調査では明らかにしたい。

筆者は婦人会研究のための実態調査を1983年４月から５月までの間に実施した。期間中に実施した

アンケート調査が本稿における考察の中心的素材となる。その準備として筆者は青梅市婦人団体協議

会の会長との面談や行政当局の資料を参考にしながら調査の項目を作成した。その際，以前に実施し
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た自治会調査のアンケート項目を多く使用した。アンケート用紙の配布にあたっては地区代表の第１

婦人会～第10婦人会の会長10名と婦人会全体について討論した後に，当10地区内の全支部（総数107）

に対するアンケート用紙を地区別に婦人会長の10人に配布依頼した。すべての調査用紙に返送用の封

筒を同封し，各人が筆者へ直接返送できるようにした。こうすることによって各人が組織の上下関係

にこだわらずに自分の考えを述べることができるのではないかと考えた。回収率は67.5％（79部）で

あった。これは先に青梅市で実施した自治会長調査の回収率よりは高かったが，しかし回答のうちか

なり多くの項目が無記入のままであったため，統計上あまり好ましくない影響が生じた。

このアンケート結果の分析にあたってはコンピューターによる林数量化理論第Ⅲ類を使用した。そ

の他に使用した資料としては，青梅市婦人団体協議会，第１～第10地区の婦人会の諸資料がある。ま

た青梅当局の出版物や他の市町村の地域組織に関する研究論文も参考にした。

Ａ、青梅市婦人会の組織

アンケート分析に入る前に先ず本調査の中心となっている支部長が青梅市婦人会の中でどんな地位

に立っているかを明らiかにしなければならない。

＄

図１青梅市婦人会組織

常任委員'0名(各地区｜人）：会長｜人、

副会長２人､会計２人､書記３人､監査２人、

評議員27名：第’（３人)､第２（３人)、

第３（２人)､第４（３人)､第５（２人)、
第６（４人)、第７（３人)､第８（２人)、
第９（３人)､第'0(２人）

｢まどか｣編集委員'0人(各地区｜名）

青梅市婦人団体協議会

第９（

｢まど

己句〃￣、■ゴシ、’、ソ

｢まどか｣編集

青梅市第｜婦人会

（会員数’'150）

△巳

菫_2-H菫-2-H菫_4-H菫_三H塗-2-H塗Z-H室-2-H菫-2_H塾
(880）（968）（309）（625）（600）（295）（620）（350）（'83）

支部２７ １１１１１１１５１１４１１１１１２芒
例1．１第１婦人会 例2．

会長｜人、副会長２人、

会計２人、書記２人、

監事２人、顧問９人、

相談役|人､総務部長|人、

生活部長|人､生活副部長2人、

文化部長１人､文化副部長2人、

幹事27人

資料：青梅市婦人団体協議会「青梅市婦人団体協議会新旧役員会資料」1982年４月，ｐ､17～１９
青梅市第一婦人会「おもかげ」Ｎｂ18,1982年11月，ｐ､72,同「定期総会議案」1983年４月，同「青梅
市第１婦人会組織図」1981年４月

青梅市第７婦人会「第７婦人会会則」1982年４月
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会計｜人、書記１人
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会計監事２人、理事若干名



青梅市全体が10の地区にわかれており，その中に第１婦人会から第10婦人会までの10人の地区婦人

会組織の代表者がいろ。この10名の婦人会の会長は青梅市婦人団体協議会（1957年７月発足）の常任

委員でもある。婦人会の各出身地区にはいくつかの支部が存在する（図１参照）。青梅市自治会数は

174でありながら，婦人会の支部数は107であるので，自治会毎の支部，あるいはいくつかの自治会に

及ぶ支部もあり，組織は多様である。

青梅市婦人会の全会員数は6100名である（1980年４月現在）。1980年の世帯数27261の約22％の加

入率となる(6)。

各地区の婦人会組織が役職や規定の面において特色を持っているが，図１では例として一番大きい

組織である第１婦人会及び規模の小さい第７婦人会を選んだ。もちろん各地区の支部組織もいろいろ

な形態であり，地区の婦人会と同様に統一されていない。（支部の組織の例をp､124参照）

又，各地区の婦人会が他にいろいろな役職を持つ委員を出していろ。例えば第１婦人会が婦人団体

協議会に委員５人，社会福祉協議会評議員３人，青少年対策青梅地区委員３人，明るく正しい選挙推

進委員２人を各機関へ送る。その他に防火協力会婦人部15名，地区防災委員会委員28名，婦人防犯指

導員若干名等がいろ。こういう多方面における活動を可能にさせるためには，支部長をはじめとする

支部の活動であるといえよう。

第１～第10婦人会の事務所は各地区の市民センターに設置されていろ。さらに婦人団体協議会の事

務所は，青梅市教育センター内の社会教育部におかれていろ。

次にアンケート調査の結果及び分析に入る。

Ｂ・組織代表者の特性

（１）身分・家族構成（p､138）

１，世帯主３人を除いて全員が世帯主でなかったことであり，この３人はいずれも３人の寡婦であっ

たことで，いわば「例外」的存在であるといえよう。

2．年齢：婦人会の会員・役員になるための年齢制限は上限，下限がないにもかかわらず，ある一定

の年齢の婦人層が中心となる。それは若い層で子供がある程度成長してきた場合の40才前後の年齢

である。又他方，６０才になると，老人会に入る人が多いため，上限は60才である。結局40才～60才

の年齢である婦人が会の中心となる。本調査でもそれが明確になった。支部長の79人のうち40才未

満は１人もなく，４０才と72才の間の年齢であった（1983年４月１日現在）：４０才～49才は25名，５０

才～59才44名，６０才以上は９名（うち65才以上は１名だけ），無回答１名。５０代の婦人が中心とな

ることが，上記の青梅市の調書と同様である。（８）

3．家族構成：表１子供数

蝋引鴬■：卜;二|：■等臘等
あったことが表２王住①独立

蕊繕い１束1k櫟■掌
特質もよくあらわれろ。しかし，会員になると早くから役職をもたされることがあるようで，子供

の人数，年齢又は同居している子供の数が入会や役職に大きな影響を与えていろと考えられろ。子
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供の数が案外多く，回答者の77人について，平均２．６人であった。しかし，表２で見るように，１５

才までの子供数が20人だけであり，全子供数の10.6％にすぎない。又，この大半が14～15才の者で

あるため，ほとんどの場合子供が16才以上や，特に20才以上であれば，役職につきやすいことがわ

かる。またこれと関連して，子供のうち何人が現在まだ同居しているかも大きな要素であると思わ

れろ。１人の子供の同居は24名，２人は27名，３人以上は19名，０人は５名，無回答者は４名であ

った。結局，子供が同居していても年齢の高さの影響で，それほど世話を必要としないため，ある

いは逆に家事を手伝ってくれるため，家庭外で活動できる余裕があると解釈してもよいと思う。

4．職業関係：支部長の職業を見ろと77の回答のうち，やはり大半の64人が主婦である。仕事を持っ

ている人は自営業６人，会社員６人，公務員１人という分布である。支部長の配偶者の職業分布

（問5.2.）のなかで，会社員が一番多く，２６人であった。その次に商工業関係の23人であった。残

りの蛤は農業７人，公務員７人，無職，停年退職者６人，自由業４人，サービス業３人，漁業１人，

無回答２人。

5．学歴：支部長の学歴は，新制中学，旧制高等小学校が43人，新制高校，｜日制中学の24人，合計６７

人で，７９人中の86％になる。大学卒業は１人もなく，旧制高等専門学校は２人，短期大学，新制高

等専門学校は３人であって，いずれにしても学歴はそれほど高くないことがわかる。

６．年間収入：この質問で，世帯の全収入と役員活動との関係が存在しているかどうかを知ろうとし

たが，600万円までの層が46人で一番多いということがあった。600万円以上の19人の数を見ても，

収入の分布の面で大きな影響が婦人会活動に対して生じないということが推定できよう。〔399万円

までは23人／400万～599万円23人／600万～799万円９人／800万～999万円３人／1000万以上７人／

無回答14人〕

7．在住年数：婦人会での活動参加を決めるもう一つの要素は，役員の在住年数であると言えよう。

出生以来，町内や市内に住むこと，あるいは長年の在住年数がある場合，地域社会での活動に有利

な面があることが明らかである。このアンケートの結果も，それを証明する。過半数になる40人が

青梅市で出生，さらに20年以上在住の人は29人である。１０年～19年の人は５人で，無回答は５人で

あった。これを見ると，最低10年，なるべく20年以上の在住年数にあることが，婦人会の役職者の

「条件」だということがわかる。

8．宗教：日本人に宗教に関する質問をすると，答えを得るのはむずかしく，また，その解釈も確か

に簡単なことではない。一応，参考として，その分布を次に述べろ。仏教46人（宗派も記入した者

のうち９人が禅宗，真言宗４人が多い方である。）無宗教11人，分らない人９人，神道５人，キリ

スト教２人，その他２人，創価学会１人，無回答４人であった。

勺’

上述の質問の中から重要と思われる質問を選んで，数量化理論第Ⅲ類で分析した(7)。

（p､120及びｐｌ５９のケース・プロットを参照）。

第１軸十方向で，次のような特徴が挙げられる-40才～49才の若い人／二，三人の子供が同居し

ている／配偶者の職業は会社員・公務員／学歴がわりあいに高い者／収入が多く／在住年数は20年

未満／無宗教である。

－方向で，６０才以上は中心であり／一人子供が同居／配偶者の職業は農業／学歴が低い／宗教は

仏教である。

第２軸十方向で，４０代が中心で／二人の子供がいて，二人はまだ同居している／配偶者の職業は農

業や商工業で／町内の在住歴は20年以上で／宗教は特に持っていない。

一方向で，三人以上の子供で／この３人がまだ同居している／支部長が職業を持っている／配偶

者は自由業・サービス業や無職で／600万円以上の収入で／仏教でない宗教を持っていろ。

弓
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、類分析

Ｂ(1)身分・家族構成

（資料４－１参照） ＣＯＲＲＥＬＡＴＩＯＮ

ＣＯＥＦＦＩＣＩＥＮＴ

相関係数

0.48397505

0.44590026

ＥＩＧＥＮＶＡＬＵＥ

固有値

0.23423183

0.19882703

－

割
刺
１
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旧
川
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訓
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鋼
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飢
亜
羽
狐
窕
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諏
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加
印
蛇
佃
“
妬
妬
幻
岨
⑬

２軸ＶＡＲｎＡＢＬＥ変数名 １軸
一＝

２ＡＧＥ 年齢

40才～49才
50才～59才
60才以上,無回答

・ろ９１２９１．３９ＯＳＢ

－０．９２６４８－０．４Ｂ５２７
３

－－－￣

－４．４９４２８－１．３９０６０
－－－－－－－－－■■■

２人まで
３人以上

１
２ ３．０９８９ｓ

－２．７９６ＣＯ

－０・ｏｇ４６ｏ

Ｃ・ｏＵ５４２
￣ ￣

同居しくいる子供蝋CＨＩＬＲＡＴＨＯＨＥ

－４・と９６７７０・ｇＳ２Ｓ９ １人

２人

３人

いない,無回答

２
３
４

￣９．２０４２８

－ｓ・９０８０１
－０．７８５９２

1．９９８８３

２・ＺＳ７１ｂ

ＯｏＺｌＢ９ｓ
－－－－‐

巴MbOCCUP・ＯＦＳＨＩＢＣＨＯ支部長の職業

－－－』－－－－－－－－－占一山凶旦旦２－」匹旦旦旦曼旦
２－２．ｓ5９０７－３．３７０７２

－－－-－－－－－－－－－－－－－－－－－

主婦

その他

－５ ＵｊｎＮＨＵＫしＴＬ 配偶者の職業一一一一一

・５２９３７ヨ▲８５１７９】 －ｓ・５２９３７ 農林魚業
商工業
会社員,公務員
その他

￣二ｺ－－－－－－－－二二1－

学歴一◇￣

５０．

５１ ２．２９７１１－０．０６２ｇａ
ｌ、２８６ｓ７０．０３ｓ２７

新高等学校以上
その他

１

粟
麺
別
窮
死
印
鯛
弱
印
刷
舵
田
則
鴎
酩
印
閖
田
わ
れ
花
氾
汕
泥
泥
力
氾
ね
即
馴
配

０

－－￣－－－－￣

７ZＮＣＯＩＩＥ 年間収入

Ｄｏａ７２２Ｂ一三０．－１６５８８ 400万円未満
600万円未満
600万円以上
無回答

－０．６２２３６

－２．１９ｓ２Ｓ

２
３ －０．６４９３１

コ．己６２７８

－－－－－－

ＵＹＲＳ・ＩＮＣＩＴｖ

１－－

在住年数(布）

０．９２６３０－１．４１７４１ 生まれてから
その他０．９７つ０６】・Q９２Ｃ２

￣

在住年数(町内）９ＶＲＳ・IＮＣＨＯＮＡ

０．１００４０

４．６９２９４

－コ・Ｏａ６４０

－１．４７３コ、

４・ＢＢＣ２５

０．６９３１８

１
２
３

生まれてから,20年以上

20年未満
無回答

lｓＲＥＬＩＧＸＯＮ 宗教

●Ｌｕソ】

、－ｈｈ句【
仏教

鮭宗教
その他

無回答

－４０．３１３３８

－２・ｌＵＳＺ１

０・ＵＳ１３２

Ｚ・Ｏ６４ｓ９

３
４
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（２）政治意識及び参加（pp138）

先ず，質問11から14問までの政治意識及び参加の結果を見よう。

1．政党：問11,問12の政党支持の場合，筆者の，青梅市における自治会長調査とほぼ同様の構成で，

自由民主党支持が圧倒的多数であるとわかる。自由民主党62人／社会党１苑*人／共産党１兇*人／

公明党１人／民社党１人／支持政党なし３人／無回答６人，（*１名が，社会党及び共産党を同時に

支持している）上記の数には問11の質問で無回答であった６人が，問12のところで自民党３人，社

会党１人，共産党1人，支持政党なし１人，と記入した人が含まれていろ。

2．政治参加：問13の政治集会等の参加の際，３０人に及ぶ無記入，１１人が１回も参加していないのを

加えろと，政治への関心がうすい，もしくは関心があっても，それを表面に出したくない，という

点によるのではないかと推定できろと思う。１回～４回参加の14人，５回～９回の19人，１０回以上

の５人をみろと，半数近くの人はかなり関心を持ち，それを当然のように認識していろ。選挙演説

を１回～４回聞いた人は26人，５回～９回は18人，１０回以上は４人で過半数（48人）に及ぶ。それ

に対し，１回も聞かなかった６人と，２５人の無回答者がある。しかし，上記の結果と矛盾してみえ

るが，選挙運動（問14）に協力した人数は62人の８割であった。市長選挙には25人，市会議員選挙

１回～２回は27人，３回以上は21人であった。国会議員選挙は，１９人が１回～２回，６人が３回以

上協力した（青梅市出身の国会議員は現在１名）。その協力内容は，はっきりしないため，解釈が

困難である。多くの回答者の配偶者が自治会の役員であることを考えろと，必ずしも支部長として

ではなく，こうした関係でも選挙協力に携わったこと表３青梅市の政治を動かす実力のある人
が考えられろ。

問18の政治の実力者についての質問では，順位で記

入した回答者が少なかったため，マークされた項目を

合計し，次の様な組合せで配分した。市長と市会議員

が一番政治を動かす実力のある人と思われている。住

民及び，住民組織と記入した人が13人で，少なくはな

い。だが，順位や他の内容を見ろとこうした住民の影

響力の限界が認識されていろという印象を受けた（表

３参照)。

3．政治問題への関心：回答者の政治意識を概括的に知

るために，問19と問20の質問をもうけた。その結果は

表４でわかるように，国政への関心が低い反面，青梅

市の行政への関心が大変高いということである。

16人市長

市長，市会議員 18人

市長，市会議員，住民 10人

市長，市会議員，都議会議員 8人

市長，市会議員，助役 ６人

国会議員とその他の人物 ５人

市長，市会議員，住民組織 ３人

13人無回答者

表４国全体及び市の政治への関心

関心の程度 国全体 市

非常に関心がある ４ 1１

上述の政治意識及び地域活動の一部を第Ⅲ類を通して

分析した。ここでは第１軸のみ分析に利用した。（p､122）

第１軸十の方向が示すのは，政治の集会等に無関心で

あり／選挙協力もせず／支部長になる以前に１，２年

の役員経験を持っている／夫が自治会の役職を持って

いないといった人物である。

ある 2６ 4２

多少ある 4１ 1７

全くない ２ １

無回答 ６ ８

一方向が示すのは，５回以上政治の集会に参加し／５回以上選挙演説を聞く／市会議員選挙に３回

以上協力し／支部長になる前に合計５年以上の役員の経験を持っている／婦人団体協議会の役職にも

ついている／婦人会以外の団体でも活躍している／夫が自治会の役員であるという活動的な支部長の

グループに属する，といった人物である。
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Ⅲ類分析

Ｂ(2)政治意識及び参加（地域活動含む）

（資料４－２参照） ＥＩＧＥＮＶＡＬＵＥ

固有値

0.20043886

0.17057920

ＣＯＲＲＥＬＡＴＩＯＮ
ＣＯＥＦＦＩＣＩＥＮＴ軸

１
２

相関係数

0.44770396

0.41301233

６
７
０

ＣＡＴＥＧＯＲＩＣＡＬＶＡＬＵＥ
０．

０
１
２
３
６
５
６
７

１
０
Ｊ
０
ｍ
１
０
Ｊ
ｊ
１

WjiRXA馳鴬変数名
一一一一一一一一一一一一一

１軸 皀軸

l１ＰＡＲＴＹＳＵＰＰＯＲＴ 政党支持

自民党

その他Pｈ－

|：
愚一一一ｺ=凶

￣ ■■■Ｉ■■■ 、￣￣

会の参加･lＰＡＲＴＺＣＩＰＸＮＰＯＬＭＥＴ政治に関する集

ね
ね
和
０
施
沁
”
ね

１

堂
４●４６８４０

－０．．０６８７
－２．５８２６６

－５．０８７５２

０回

１回～４回

５回以上

無回答【】【】

Ｔ６－－－－－－－－－－－－－－

Ｙ７

２８１三．２．ＰＡＲＴＩＣＩＰＩＮＥＬＥＣＡＭ選挙演説
ｈ￣￣－－…・へ－－－－

ｌ
ｆ
Ｚ
』
３

１．４０２７０

－３．９１０９５
１．アＯ２１Ｃ

０回～４回

５回以上

無回答

幻
加
遡
、
狗
塑

－３．０ｇｏｏ９

－２．０９４０２
５．６８２５１

－－
■■■

3＄ １４~ＥＬＥＣＴＩＯＮＡＳＳＸＳＴＡＮＴ選挙運動の手伝い
沁

－０．９２５０１￣Ｏ己ワーTI~了豆 ある

ない,無回答２３．３１９３０」・２７１７３
－－－￣￣￣￣－－￣￣￣￣－－－－－－－

BＡＳＳＺＳＴＭＵＮ 市会議員選挙の手伝い

１．３０１００－２０

Ⅱ
》
２ １．３０１００－２．５７８５◆

－４．４６５２２－１．８５５１ａ
１回～２回

３回以上

無回答･９ ●■

￣■■■

支部長になる以前の婦人会での役職年数

ない,無回答
１年～２年
３年～４年
５年以上

,－１．１４６００ｇ５ＯＵ５１石

２．３６４７２－０．４８２０３
oｏ２９ｅｌ６２．９０３６｡

=盲5です＝＝冠百可百百亘可

１
９
３

、
卯
胞
珂
卿
殉
川
脇
旭
〃
旭
而
湖

￣

婦人団体協議会での過去の役職２ＳＦＵＪＩＮＤＡＮＴＡＩＫＹＣＧＩＰＡＳＴＰＯＳＩＴ

はい

いいえ

無回答

￣

３１．９９４４６１・アコ８１４
－－￣ざ・￣－－､.－－￣￣‐￣￣￣￣￣､．￣、￣￣￣

Ｗ－

２０

２１＝字＝百〒言

;：
2４

婦人会以外に所属する団体

ｂ７６２－２・ｅ３６ＣＯ
ｂ４９ａＯ．△7９３９

。ＴＨＥ

Iよい

いいえ,無回答
－４・e４７６２

０．己４４９８

Ⅱ
２

￣
－－－－－－－．￣

５
６
７
０
洵
沌
机
、
羽
狐
羽
沁
諏
幻
豹

２
２
２
２
…

■
’

２７ＨｕｓＢＡＮＤＩＮｉＪＬＣＨｘＫＡＩ夫の自治会の役職

ある

ない,無回答
１．７ｓ４４２０．４ｓ５７６
コ．７１９４０－０．９６．２４
－－－－－￣￣￣

２
－－

Ｒ－ＩＫＦＵＮＣＴｌ自治会での役職年数

－１．３７８６００．６０３４１

２６－１－ＢＤＹＲＳ Ｎ

４年未満

５年以上
無回答

1
Ｂ－［、▲｡の

￣￣
－－
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Ｃ，支部の一般事項（ppl40～143）

1．支部名及び設立事Ｉ盾：この質問に対して，無回答が多かったため，各支部が置かれた環境が明ら

かにならず，分析に支障を来たした。

2．戦前とのつながりに関する質問（問３）に対しては，１８名がつながりが存在すると答えた。他方

１２名はつながりがないと答え，３２名は「分らない」，また，１７名が無回答であった。

3．支部の規模に関する質問（問６）に対し，「ちょうどよい」と答えた人が大多数の60名で，広す

ぎろと記入した人はわずか３名であった。しかし，この３名が支部員50人前後から成る規模の支部

の支部長であることをみろと，結局，問題になるのは人数ではなく，おそらく支部の地域的広さ

（いくつかの自治会の区域に及ぶ）であると考えられろ。

4．加入人数及びその率

間７，問９，問13,からは次の結果が出た。

支部の会員数は大半が
表５会員数及び加入率

■

３０人から69人の間であ

ることが，問７に対す

る回答から明らかにな

った。問９の回答でわ

かるように，加入率が

自治会組織よりもかな

り低く，３０～59％とい

う回答が全体の弘ほど

をしめた。

5．加入方式（問８，問

１０～問12）：自由加入

制を採用しているのは

７０支部であり，全員加

入制を採用しているの

加入率｜支部数会員数 支部数 20才以上の婦人数|支部数

30人未満 40人未満 10％未満８ 1０ ７

30～４９人 50～９９人2１ 10～２９％’５１０

50～６９人 100～196人2４ 1５ 30～４９％’１９

70～９９人 200～299人５ 50～５９％１２２１

100～149人 300～499人８ 60％以上３ ９

150～199人 500人以上３ ４

200～249人 ２

－１

250～299人 ４

無回答 無回答’３５１無回答４ ７

は６支部だけあった。これに対して問11の回答では転入者が自動的に会員になる支部は７つほどあ

る。６４支部では加入を各人の自発性にゆだねており，２支部では会員になるよう強く勧誘する。さ

らに，２つの支部では何もしないということである（無回答４）。新会員から入会金を徴収する支

部は１つもなかった（問12）。問11の61の回答者のうち47人（77％）が支部区域に在住する全婦人

が加入することを，－番理想的であると考えていろ。これは会の活動の活発さと関連をもつと言え

よう。というのは，アンケートのいろいろな項目に対する答では，婦人会の会員数が減少しつつあ

るという問題があげられた。又，会員数が少なくなるほど婦人会の支部は，自治会の婦人部になる

可能性が次第に強くなる。こうした傾向にありながらも，独立性を保持しつつ活動を続けたいと望

んでいる婦人会組織は，上記のような全婦人加入を理想としているのではないか。しかしこれを実

現しようとしても，組織力が十分であるとは言えないだろう。次の間14に対する回答の中で述べら

れたように，会員増加運動の原動力は自治会であったと分る。さらに５年以内に設置されたばかり

の「支部」内の会員増加は，当然と思われるが，実はその内３つの支部は，会員減少のため自治会

へ婦人部として編入された。

婦人部は，本来婦人会とは別の組織である。第２婦人会会長と青梅市婦人団体協議会の会長とを

兼任している婦人とに質問した際「自治会の婦人部は現在ではそのまま婦人会に属してもよいこと

になっていろ」ということであった。ここには婦人会の独自性が問われるべき状況があると言えよ
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う。

表６から判断すると，会員増加があったのは16支部と，

表６会員数の変化（５年以内） がみられた，

'よl6支部と，それほど多くなく，逆に25支部で会員減少

がみられたと言えよう。会員の増加及び減少の原因をも

う少し詳しく見よう。増加があった支部の場合，上記以

外には次のような理由が示された：住宅開発が進められ

たため，支部の運営を民主化したため（「支部の方針を

少し変更し，会員の意見を聞いた」ため），スポーツ仲

間を入会させたため，等があった。会員数が減少した主

な理由としては：住宅開発がなかった，入会すると役職

が回ってくるので，それを好まない者は入会しない，６０

才以上の者が老人会へ移るため，職業婦人が増え，脱会

が多くなった，町の中心にあり商業地区化しﾌﾞこため住民

川をはかるのは，極めて困難であるのがよく判る。時代

支部数会員数の変化

1．会員数は急増した ５

2．わずかな増加があった 11

3．ほとんど変化がなかった 3１

4．少し減った 1８

5．かなり減少した ７

わからない，無回答 ７

が少なくなった，が挙げられた。会員の増加をはかるのは，極めて困難であるのがよく判る。時代

の流れとして食い止められない状況があることも明確である。

6．組織（問15～問16）

問15に対する回答から，婦人会のほとんどの支部は，自治会組織と同様に，組や班に分れている

ことがわかった。組に分かれている支部-32支部,班-25支部,両方－８支部，その他－８支部（丁

目－２，町－２，不明－４），無回答－６支部。これらの組や班の人員については，半分の支部（３９

支部では10人未満と小規模であり，また30人以上が15支部，１０～19人が12支部，２０～29人が３支部

ある（無回答10）。少人数の組・班が多いのは支部が広い区域にわたっている場合，あるいは入会

率が低い支部の場合だと推定できろ。

7．役員の人数及び選出方法（問21）

上部の説明文の中にマークした58人のうち「役員による推薦」と答えた者25名，「指名」が５名

「前役員の申し送り」６名，「輪番制」は１名であった。その他に二つ以上にわたってマークした

者は８名であり，そのほとんどが上述の選出方法を挙げていた。又，投票による方法はただ２支部

で利用されているのみであり，西洋のものとはかなり違った日本式選出方法が現われているといえ

よう。

役職の分布を見ると支部長１名，副部長１や２名，会計１名，顧問・相談役１名が普通の分布で

ある。委員としては防犯，防火，国民保険，
表７支部の組織（２支部の比較）

国民年金委員がほとんど全支部におかれてい

るが，それぞれの委員数が各支部の特徴を決

めろといえよう。又，その他の委員の有無が

同様に各支部の活動方針を表わすとともに，

その人数はいずれも10名未満である。

地区の活動や役職分布と同様に支部の場合

も同一のものがなく多様な形態を持っている。

それは表７の二つの例でも証明されていろ。

ケースNo.４の会員数は50～69名の間でありな

がら13名の班長がおかれていろ。後者の多数

は支部の広い区域及び低い加入率によるもの

であろう。支部の区域が広いことがケースNo.

61の支部でも見られる。この支部の区域内にＩ

ス
４
名

一
山
１
０
１
１
１
０
２

ケ 三川
泉
［

ケ

支部の役職支部の役職

国民保険
委員支部長

国民年金
委員副部長

保健委員

計
一
長

会
一

班
生活改善
委員

顧問･相談役 広報委員

文化委員監査

有線放送
委員

防犯委員

防火委員

この支部の区域内には６つの自治会があり，各自治会が支部の班となるの
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で，６名の班長がおかれることになっていろ。会員数が100～149名の間であるため各班の平均会員

数がケースNo.４より高いことがわかる。

8．規約（問17,問18）

ほとんどの支部（55）が規約を持っていないことがわかった。小規模であるため，多くの支部は

地区の婦人会の規約を採用する形で活動しているものと思われろ。そしてわずか27支部が規約を希

望しているので，規約がどうしても必要であると考えている支部長は少数であるといえる。

9．集会所（問19）

独自の集会所を持っている支部は８支部にすぎないが，そのうち５支部では他の利用者と共用し

ていることが明らかになった。集会所がない支部の大半である56支部は公会堂，公民館を利用して

いろ。その他は自治会館が８支部，神社が２支部，支部長・役員の家は１支部となっていろ。

10．機関紙（問20）

機関紙・広報紙を持っている支部は11であり，支部の規模を考えれば割合に多いと解釈してよい

と思う。各地区の婦人会も機関紙を持っているが，その中で一番量的に多い機関紙を発行するのは

第１婦人会の（機関紙名「おもかげ」）である。それの18号は73ページにわたって会長，各支部の

役員，委員をはじめ，市長，教育長，地区出身の衆議院議員，市民センター所長等の実力者の寄稿

を載せている。それに加えて，地区内の営業所の広告がさらに34ページにおよぶ。しかしこの点は，

この第１婦人会が市の中心の，最大の組織であることから来る例外的なものといえよう。他の地区

ではもっと質素な形で機関紙が発行されていろ。例えば青梅市婦人団体-協議会の会長とともに第２

地区の婦人会長を兼職の形で送り出している第２婦人会の機関紙「むらさき」は４ページのみのも

のである。同様な量のものは青梅市婦人団体協議会の婦人会だより「まどか」である（年２回発行)。

ここで注目を引くのは「婦人会だより」という語である。それは，婦人会以外の婦人団体の加入が

あっても支部組織を基盤とする婦人会が，やはり中心であることを示していろ。

11．手当（問22,問22.1.）

手当を支給する支部は13ケ所のみである。対象者は支部長だけで，金額が年間１～２千円にすぎ

ない。それを越えるものとしては，それぞれ３千円，５千円，１万円を支給する３支部だけである。

また手当を希望した支部長は14名で，手当を不必要とする者17名，「どちらともいえない」３４名で

あった。これらを見ても手当が必要とされていないと解釈してもよいであろう。これは，活動がボ

ランティア的なものであることによるといえよう。

12．会費（問23～問26）

会費を徴収するのが50支部であるのに対し，１９支部では会費を徴収しないということがわかっ

た。この19支部の場合，上部の地区婦人会に対して，金銭的に強く依存しているものと思われろ。

会費は，１名あたり１ケ月100円未満であるのが53支部，100～199円は２支部，200円以上は１支部

だけであった。こうしたわずかな会費では，活動が制限されやすく，すでに述べたように婦人会が

ボランティア精神をモットーとしていることがよくわかる。活動を拡大するという意向がほとんど

ないという事は，問26の「いまのままでよい」と答えた者が46名であったことからも分かる。又，

会費の額に不満があるのがわずか３支部で，現状維持の傾向が明確となっていろ。

13．予算（問27～問29.1.,問31～問35）

1982年度の年間予算についての問27では，歳入20万円以上は33支部，５０万円以下は５支部，５０万

円以上は８支部であった。又，会員の年間収入総額の割合は30％以下と答えた者は31名（36名の回

答者のうち）であったので，会員以外に収入源があることがわかる。市からの補助金や助成金より

も委託金がその大半を占めているのである。この市から委託されている仕事の主な内容は国民年金，

国民健康保険に関係するものである。ｐ､127でわかるようにほとんど全支部がこのような委託を受

、

､
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けているのである（表８参照）。

他の団体へ補助金等を与える支部は13支部だけである。しかし小規模な予算を見てもその点が理

解できろといえよう。

予算を総会ではかるのは31支部であり，それをしないのは26支部である（予算に関して資料２参

照）。

14．総会（問36～問41）

定期的に総会を開く支部は58である。総会を開かない支部は７つほどがある。２年で２回総会を

開いた49支部に対し，１回の15支部である。

問37から出席率を見ると50％未満は37支部，５０％以上は30支部であり，総会への関心は各支部に

よって違っていることがわかる。しかし全体としては関心が低い原因は，問40に対する回答から明

らかになる。すなわち55の支部では役員会が主な行事を決めろという形がとられており，総会が実

質的に意味を持っていないからである。

総会の成立要件に関する規定を持っていない支部は51である。全会員の過半数を定足数としてい

るのは11支部であって，会員の蛤以上は１支部，無回答は16支部であった。

Ｄ・支部の活動（pp､143～145）

1．活動の内容

支部の活動をブロック（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）にわけて，まず問１では昭和57年度の活動について聞く

ことにした（表８参照）。

６５％以上の支部が取り組んでいる活動はＡ６，Ｂ５，Ｂ６，Ｂ７，Ｂ10,Ｃｌ,２，５，，６である。

その中で特にＡ６，Ｂ５，Ｂ10及びＣｌの一部の活動が自治会と協力して行なわれているものである。

その他の４つの活動の中で，婦人会の特色が一番出ている活動は，Ｄ５，，６の国民健康保険に関す

る活動であり，これに対して市から委託金が受けられろ。又，－番多く行なわれている活動は64支部

での募金活動への協力（Ｃ１）及び国民健康保険料の徴収である。このように見てくると，婦人会の

活動中心となるのは「お金を集めること」であると言えろ。全体的に４つのブロックを比較すると，

特にＢブロックにおける活動が目立っていろ。しかし，よく行われている活動のうち，婦人会組織に

固有として挙げられる活動は，Ｂ２の趣味を生かす講習会，及びＢ６の消費者の立場での工場見学旅

行である。

ＡブロックのＡ１，Ａ６は普通，自治会との協力で行われていろ。Ｃブロックでは婦人会特有の活

動として，Ｃ６の女'性向きの研修会・研究会の他にＣ８の婦人問題についてがある。しかし，筆者は

この項目については，もっと活動が行われているのではないかと前もって予測していた。C15は又，

自治会と共に行われている活動である。Ｄブロックにおいては，上に述べた事以外には，特に目立っ

た活動は行われていないようである。

問２の現在の活動の中心がどこにあるか，という質問に対しては，上記の問１とほぼ同様の結果と

なった。次に一番重要な項目の結果を述べよう。

Ａブロック－Ａ1-16支部／Ａ6－２３

ＢプロツクーＢ１－７支部／Ｂ２－８／Ｂ３－８／Ｂ５－５／Ｂ６－８／Ｂ７－３／Ｂ８－４／Ｂ1０－６

ＣプロツクーC1-17支部／Ｃ６－７／Ｃ８－３／Ｃ1５－４

Ｄブロック－，２－３支部／Ｄ5-12／Ｄ6-22
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表８支部の活動（1982年度）

環境整備の面で レクリエーション・福利厚生の面で

数部
〃
羽
ｕ
９
田
別
冊
釦
９
冊
犯
皿
０

支数部
羽
０
０
３
３
Ⅲ
６

支

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｑ
■

Ｂ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３

勺
。
Ⅱ
ユ
ヨ
■
Ⅱ
（
『
０
Ⅱ
（
『
０
Ⅱ
▲

●
●
●
●
●
●
●
●

Ａ
１
２
３
４
５
６
７

溝・河川・道路などの清掃

道路の維持・補修・私道舗装

街路灯の設置・管理

薬剤散布など保健衛生活動

ちびっ子広場・公園等の管理

防火・防犯・防災活動

その他

成人式・敬老会

趣味をいかす各種講習会

廃品回収

慶弔の世話

運動会・スポーツの育成

旅行見学

新年会

交通整理・交通安全対策

文化の育成

盆おどり

祭り

生活改善（簡素化）

その他

ろ

Ｃ・社会福祉の面で Ｄ・支部や支部長として市役所から

ろ仕事依頼されてい１．募金の協力

２．献血の協力

３．子供会等の育成

４．老人クラブ等の育成

５．簡易保険の団体加入

６．研修会・研究会

７．地域の財産管理

８．婦人問題

９．障害者の育成

1o、住民生活に関する陳Ｉ盾・要望

11．集会所の建設・整備

12．地域内のもめごとの調整

13．神社の維持・管理

14．お寺の維持・管理

15．青少年対策

16．その他

“
７
６
８
０
釦
０
旧
２
２
６
０
３
２
四
２

広報紙の配布

回覧文書

納税告知書の配布

税金の取りまとめ

国民健康保険料令書の配布

国民健康保険料のとりまとめ

投票所入場券の配布

選挙広報の配布

自動車税令書の配布

ゴミ袋の配布

し尿くみとり券の売りさばき

薬剤の配布

世帯人口調査

交通災害共済事務

その他

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５

１
１
１
１
１
１

皿
旧
５
５
朋
例
０
０
０
２
０
０
０
０
８

問３，３．１．の質問はよく理解されなかったようで回答を分析のため利用できなかった。

問４及び4.1.の回答において特に目立つ活動はないが，傾向は上述のものと同様であった。

問５の４つの活動分野では，主に次の様な活動が行なわれていることが分った。

Ａ・趣味を生かす講習会一華道，手芸，民謡，書道，茶道，墨絵，ダンス，料理，竹細工，編物，

草木染，詩吟，アート・フラワー

Ｂ、文化・教養一講演会，文化祭の参加，文学散歩，家族教育学級，旅行，読書

Ｃ・生活改善一電気・電気器具の取扱い方，電気器具の修理，不用品バザー，衣料貸出し，正月用

の門松のかわりにステッカーをはる，生活学級

Ｄ②社会福祉一歳末助け合い，福祉施設へのおむつ送り，老人ホームの清掃，古切手集め，共同募

金，バザーの売上金の半分を福祉へ，敬老の日の参加

この４つの分野で一番よく行われている活動は，Ｄの歳末助け合いとおむつを送る二つの活動であ

る。以上の回答で，婦人会の特徴がより明確になったと言えよう。

上部組織の地区婦人会と支部との違いは，第一婦人会の場合，たとえば次のような活動である。戦

宙
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没者遺族家庭慰問，消費生活展，仏式による慰霊法要，指導員・役員の研修会・説明会，戦没者慰霊

祭参加など。その他に，地区内の年中行事として，街の美化運動，国民保険の集金を10回，国民年金

の徴収を４回行うことなどが挙げられろ（資料３参照）。

婦人団体協議会の主な活動は，婦人大会，婦人自主グループ・リーダー研修会，消費生活展などに

全地区の参加を呼びかけることである。婦人団体協議会の委員のみの参加事業として，国内研修，工

場の研修視察，市内の社会福祉施設慰問がある。年間活動として，生活改善普及活動，会員の健康管

理，常任委員会，編集委員会がある。

2．活動の実施（問６～問12）

問６では，趣味の会のグループ意識が支部内に持ちこまれている支部が11程あることがわかった。

〔「よくある」１支部，「多少ある」１０，「ほとんどない」１０，「ない」２４，「わからない」６，無

回答28〕・

問７に関しては，自主グループ（婦人会会員以外の者も参加できる催し物）(9)の活動に対するよい

評価が出ていろ。

婦人会の活動は，男性には向かないか，という質問（問８）に対して，１８名がそれに賛成し，「ど

ちらとも言えない」１７，「そう思わない」８名であった。しかし，その答と違って問７に関しては，

男性も参加できる活動があると思った者は，２０名程いた。そんな活動がない，と答えたのは30名であ

った。男性参加が可能と答えられる活動として，講演，募金，慶弔金集め，会館ガラスふき，などが

述べられた。それに反して，男性は多忙のゆえに，出来る活動がない，という意見もあった。

問11によれば，支部の全会員の参加を呼びかける行事としては，総会，募金，おむつを送る，河川

の清掃，文化祭，盆踊り，祭り，運動会，神社清掃，観光地のトイレ清掃，講座，新年会，旅行など

が主な行事である。各支部は必ずしも，こうした行事のすべてに全会員の参加を求めてはいないので

ある。又，こうした行事が行われる40支部の他に，「以前はそれがあった」８支部及び「以前も今も

ない」と答えた８支部がある。結局，合計16支部では現在全会員に呼びかける活動が全く存在しない

ということがわかった。

問12については，職業婦人の参加が不可能であるという回答が多かったにもかかわらず，こうした

人々の参加を可能にする対策(活動時間を工夫する等)が一切とられていないことが明らかになった。

Ｅ・コミュニティづくり

1．市当局との関係（ppl47，問16,問18～問27）

1970年代日本全国の自治体がうちだした特殊な行政政策であるコミュニティづくりが住民中心とす

る新しいコミュニティ形成を目ざす試みであった。婦人会は青梅市当局のコミュニティ政策をどう受

けとめ，どう理解しているかを次に考察してみたい。

積極的な行政資料の公開を希望している支部は17ほどあり，大半の支部では公開に対する無関心が

強いという結果であった。〔「どちらともいえない」９支部，反対１支部，「わからない」２０，無回

答32〕。

新しい地域社会を形成するため，地域団体の相互連絡をはじめ，各地域団体の組織内での連絡強化

が不可欠のものであると思う。地域問題について地区の婦人会の会長と話し合う支部長が１１名であ

り，ときどき話すのは32名であって，過半数となっている。しかし，ほとんど話さない11名及び全く

しない９名の合計20名のことでわかるように，地区内の相互連絡はかならずしも十分であるとは言い

難いようである。

コミュニティづくりの必要性をみとめる支部長（問19）は43名であった。それの一番重要な理由と

して「生活環境を向上させるには，住民同志の相互協力が必要になった」ことが21名から述べられた。
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次に重要と思われたのは「連帯感が薄れている地域社会の住民孤独」に対応するため，という12名に

よって挙げられた意見であった。この二点，すなわち生活環境の向上及び住民孤独という都市化にと

もなう現象が支部長の関心事でもあることは注目すべきところである。

住民の不満の解決ルートとして自治会を利用する考えが一番多く（33名），自治会に対する信頼感

がうかがえろ。場合に応じて違った方法を取るのは６名で，議員を利用するのは４名であるといった

結果を見ても，地域問題を解決するには，一番強い地域組織である自治会を通して行なう事が理想的

であるという婦人会の考えが明らかになった。これに対し婦人会を利用しようとするのはただ１名に

すぎなかった。

市行政が住民の意見を十分理解しているかという質問（問22）に対して不満の声がかなり多かった。

「あまり理解していない」と思った支部は24名であり，「事柄による」の17名，「人による」の３名

を加えれば不満程度の強さがわかる。しかし，不満の原因はどこにあるかは残念ながらこの調査では

明らかにならなかった。「十分理解していろ」と答えた者はただ10名であった。

行政幹部の者を個人的に知らないと不利であると思っＭ4名に対し，そういう関係を否定した者は

その約半分の21名であって，意見がはっきり分かれていろということである。直接知っていろ，ある

いは紹介してくれる有力者の人数を見ろと支部長がそれほど行政との直接な関係を持っていないこと

がわかる。〔１名～３名を知っているのは29支部長，４名～９名のは10,10名～19名のは２支部長，

20名以上のは２支部長，わからない，無回答合計36〕・

市行政から依頼される仕事の量について「今のままでよい」２９名，「いちがいにいえない」の21名

の答えを見ると，現在ある程度満足しているのがほとんどであるとわかる。９名だけが仕事が多すぎ

ろと答えた。

青梅市の社会教育課が婦人団体協議会の事務的処理も担当していることについて肯定的な答えが１９

名で，「どちらともいえない」の33名であったので，３名の反対意見を述べた者を除けば，現状維持

の傾向が強いといえよう。又，各地区の婦人会の事務的処理がそれぞれの市民センター内で行われて

いることもあって，婦人会組織と行政側の密接な関係がうかがえるのである。

2．市民センター（p､148）

青梅市の全地区の10ケ所に市民センターが設置され，１０万人の人口でありながら，行政の市民への

サービス精神がかなり高いといえよう。婦人会の多くの活動も市民センターで行われている。もちろ

んその利用程度は各地区によって違っているが，月１回の「生活学級」や自治会との共催による生活

簡素化に関係する講座等の形でよく利用されていろ('０)。こんな市民センターとの協力関係について

は多くの支部長が「現在のままでよい」と答えた（48名），「もっと関係を深めたい」という12名に

対し，わずか５名が協力を減らしてもよいと答えた。このように全般的に見れば協力関係に満足しな

がら，それをさらに深める傾向が強いとわかる。だが多少問題が存在しているようである。1979年青

梅市の資料によれば市民センターの事業と婦人会の行事が重複していることが指摘された('1)。しか

し，1983年の本アンケートを通じて，このような問題がまだ完全に解決されていないことがわかった。

質問２に対しては，そのような重複がよくあると答えたのは５名であり，たまにあるのは23支部であ

った。「ほとんどない」のは23名，「ない」と答えたのはただ10名であった。〔「わからない」７名，

無回答11名〕・

市民センターで行われている活動に対して，大変満足しているのは18名，やや満足しているのは２９

名であるので，問１とほぼ同様の答えになっていろ。全体的にほとんどの支部長が市民センターとの

関係に満足していることは問４，問５の答えでも明らかになった。批判的な声が少なく，職業婦人が

活動に参加できない５名の他に「もっと地区の婦人を対象にしてほしい」，「もっと思想的なものが

ほしい」は１人づつの意見しかなかった。ここでその他にわかったのは，市民センターの活動に一切
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参加しない支部もあるということである。

市民センターにおける子供教育（問７）については，６０名の回答者（うち９名が２や３点を挙げた）

は「スポーツ活動」及び「道徳教育」を18回づつ，「青梅市民の自覚を育てる教育活動」及び「文化

的活動」を15回づつ，「子供を自由に遊ばせろ」を６回答えているのである。青少年対策にも取り込

んでいる婦人会代表者の興味深い答えであるといえよう。

市民センターとの協力関係を調整するのはセンター運営委員会である。その中の１人の委員は各地

区婦人会の会長である(12)。４３名の回答のうち21名は満足している，２１名は「今のままでよい」と思

っているが，１名だけ「あまりよくない」と答えた。

コミュニティづくりの一環として設置されてきた地区の市民センターは婦人会代表者の立場から見

て高く評価されているといえよう。

Ｆ、地域団体との関係（ppl45～148）

1．地域団体との協力

青梅市婦人会のような規模の大きい組織が各種地域団体と深い関係を持っていることは推測できる。

先ず表９を参照されたい。そこでは左側に表ｇ地域団体との協力関係
協力関係のあり方（問１）が，又，右側に

はその関係の態様（問２）が挙げられてい

る。婦人会と一番深い関係を持っている地

域組織は自治会である。この２つの組織間

の協力関係については後述することにす

る。それ以外に交通安全協会との協力が目

立っているが，その支部は多いが，委員は

少なく，支部よりも地区の婦人会が協力の

中心となり，支部はそれに参加するだけに

なっている。防犯協会の場合も同様であ

る。老人会との協力活動の中心は９月15日

の敬老の日の行事参加である。その他に老

人会の新年会,総会の手伝い，講座の共催，

婦人会旅行への参加等もある。子供会との

関係が少ない原因はＰ.Ｔ､Ａ，の存在によ

るもので，その上一部の婦人会会員がＰ．

Ｔ､Ａ､の会員であるということである。

2．委託・協力申し入れ

婦人会に対する委託ないし協力申し入れ

霞蠅患支部数|関霞辮接|関係鯛枌
1．自治会６５ 2８ ０

2．青年会４ １ ２

3．子供会１３ ３ ３

4．老人会３２ 11 １

5．防犯協会４６ 11 ０

6．交通安全協会５３ 1３ １

7．納税組合７ １ １

8．氏子・檀徒７ １ １

9．商店会５ ０ １

10．同業組合１ 0 ０

11．生活協同組合３ １ １

12．日本赤十字社１ ０ 0

13．Ｐ.Ｔ､Ａ，３ ２ 0

14．その他３ １ １

を行う団体を見ろと，組織上部の婦人団体

協議会が22支部，自治会連合会及び農業協同組合が各14支部，神社５支部，その他に６支部である。

農業組合の協力が多い原因は，婦人会から10数名の役員がいくつかの農業組合へ派遣され婦人部員と

して活動していることにあると考えられる。

その委託された仕事の内容は祭り21件，募金17件，おしらせの配布13件，他15件であった。

3．募金依頼に対するの対応

表10でわかるように婦人会支部では近年自治会等における強い傾向である会計から一定の金額を出

すのと違い，個人の自由にゆだねる支部が多いようである。又，一切募金を扱っていない９支部の例
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をみても，各支部の相違があることがわかる。

表１０他の団体からの募金依頼に対し，どのように対処していますか。 こうした募金に対する対

応としては（問4.1.）「や

むをえない」と答えた17支

部，「本来その団体が行な

うべき」６支部，「内容に

よって判断する」のは12支

部，「住民のためである」

１４支部，という結果をみ

ろと，かなり多くの支部

支部数

３

３

各会員に割り当てろ。会の会計からは支出しない

各会員から集めず，会の会計から支出する

各会員に周知し，個人が出す出さないは自由にしていろ。

会の会計からは出さない

募金の内容により色々である

募金は一切扱っていない

無回答

●
●
●

『
ロ
Ⅱ
▲
（
叩
〃
】
（
二
、
〉

2１

１４

９

２９

●
●

ロ
バ
」
二
戸
尾
口
〉

'よ募金の有り方に疑問をもっていろと解釈してもよいであろう。

4．自治会との関係

自治会の主な行事に参加する支部が多い。それは特に運動会，盆おどり，祭り，美化推進，自主防

災，交通安全，廃品回集，慰霊祭，神社草刈り等である。自治会の行事に協力する支部もあり，そう

でない支部もある。そして前者のなかで３支部はその理由として「自治会の婦人部であるため」とい

うことを挙げていろ。ここで自治会と婦人会の境界が明確でない問題がある。独立であるべき婦人会

支部が自治会の婦人部になっても，まだ婦人会に属しているようである。

こうした自治会と婦人会の関係は全体的に協力的であると解釈してもよい。６１支部はそうであり（

問９），又，協力関係を強化したい14支部がある（問10）。しかし，婦人会は自治会の行事が無事に

行われるための一番重要な「助手」である印象が強い。

興味を引くのは問11及び問12に対する答えである。自治会の婦人部になった方がよいと思っている

者は24名であって，これに対しこんな状況がいずれ生まれろと考えている支部長は14名であった。下

記の表11でわかるように，婦人部になった方が運営上の問題，会員減問題が解決されろと考えても現

実にそうなろうとした場合にはやはりできるだけこれをさけて，自分の立場を守りたいということに

なるのではなかろうか。

自治会内の役員として活表１１婦人会と自治会の婦人部

動している女性が少ないか

ということについては（問

13），答えは次の「別にそ

うだとは思わない」５名，

「現在のままでよいと思

う」９名，「やむをえない

現象」１０名，「よくない」

３名，その他１名，無回答

51名であった。その理由と

して組織の内容と立場の違

い，家庭の問題，女性間の

問題が挙げられ，他方，女

問11．婦人会（支
部）は自治会の

婦人部になった

方がよいと思わ
れますか。

（支部数）

そのとおりと思う１３

どちらかといえばそう思う１１

どちらともいえない１４

どちらかといえばそうは思わない３

そう思わない１３

わからない１８

無回答７

問12．いずれ婦人会
が自治会の婦人部

になるという状況
が生まれろと思わ

れますか。

（支部数）

７

７

９

１

２

２４

９

●
●
●
●
●
●

『
０
０
△
（
叩
巫
】
（
竺
已
）
△
一
ｍ
」
△
←
民
、
〉
〈
院
叩
》

､

問題が挙げられ，他方，女性役員が多ければ「女性の立場が有利になる」や「男性の上位意識が強い

土地柄」，「差別がまだ残っていろ」等の現実を批判する意見もあった。青梅市には自治会長に女性

は一人もいないが，全国をみても女性の自治会長は極めてまれなことである。
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次にアンケート用紙のＰｌ４５からｐ､147までに選んだ項目をⅢ類分析を通して考察してみたい。

分析には第１軸及び第２軸を利用した。（下述の表を参照）

Ⅲ類分析

Ｆ：協力関係，自治会の婦人部

（資料４‐３参照）
ＥＩＧＥＮＶＡＬＵＥ

固有値

0.22698694

0.18342125

ＣＯＲＲＥＬＡＴＩＯＮ

ＣＯＥＦＦＩＣＩＥＮＴ

相関係数

0.47643149

0.42827708

軸
１
２

ＣＡＴＥＧＯＲＩＣＡＬＶＡＬＵＥＳ

８
９
ｍ
ｍ
、
掴
川
脳
沁
而
旭
ｗ
ｍ
訓
諏
羽
汕
溺
沁
勿
加

■
■

１軸ＶＡＲＩＡＢＬＥ変数名
一一一一一一一一

２軸

趣味会と支部活動の混同

－０・ｃａ２ａＢ-１２．１７８０７

Ｐ１４Ｓ６ＳＨＵＭＩＫＡＩＶＳＳＨ１ＢＵ

づ

１ よくある，多少ある
ほとんどない，ない
わからない,無回答

２ １・Ｃ３８４０－２ｏ３４Ｓ９ｓ

－２．１６ＳＳＣろ。４９６９６３

１００ＴＨＥＲＳＨＩＢＵＣＯＯＰＥＲＡＴＸＯＮ他の支部と協力で行なった活動

１２，１６８６８０．４ｏｚ５９０よくある
２－－，．４４６ＣＯ－２．４９１８１あまりない

３－１．３２０６ｓｏｃＢＯ３１無回答
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一Ｃ

１１ＡＬＬＩＷＥＭＢＥＲＳＡＣＴｌＶ１ＴＹＣＡＬＬ全会員の参加を呼びかける行事
”(

１．４９０３Ｏ

－１ｏ２９４７２

－１・了ｂ７９７

－２．３９８６０

－１．１３０３９

ｓ・１８３２６

１
２
３

ある

ない

わからない,無回答

如
釧
卯

332 －．－－－.￣－－－..￣ ￣

狐
那
鈍
、
抑
加
切
、
⑪
⑪
“
“
“
⑪
“
鯛
卯
釧
、

１１．１２%ＷＵＭＢＥＲ⑰ＦＣＡ比CASESll、の回数
●

８４９４３－－三・7８２９９ ５回以上

４回まで

無回答

１．１０３９７

－，．３７２２３
－－－－－

－ｓ・ａ２ＢＳ９

Ｚ，５４，３９

２
斗
夛

以外の団体から依頼されたろＯＴＨＥＲＤＡＮＴＡＩ１ＲＡＩ

はい

いいえ

無回答

ｊけ

３－２．０７７２０２．７０８８２
ざ’１斗．

－－－：－－．鵡一、鯵－山一一一一一一一一一一一一一－．－．．－－

自治会連合会の依頼があった

094堂Ｓｃ伝．ｓらち了Ｂ
ｒ、□■Ｓ二－－ｒｈ＿二■Ｓ■｡▲

ろ－ＨＨＫＡⅡＲＥＮＥＯＫＡＩＲＡ

４８．９蝋Ｓｃ伝･Ｓ６８７Ｂ
１・Ｏａｌｌ６－２－Ｏｏｓｃ１９４

はい

いいえ,無回答
Ⅱ

「￣

５３！ 少一…=遥と".－<:￣汀ちぢ；わ■し－ －－－－－－￣ﾋﾟｰｰｰ‐

弘
鎚
鎚
卯
・
麹
”
ぬ
阿
加
泌
沁
〃
旧
ｗ
”
訓
諭
羽
昶
泌
沁

農業組合の依頼があったろ．１．７９W、唇ＹＯＫＵＨＩＡ２

はい

いいえ,無回答
こら・９己７ｓ６－－２．８，４△ろ
－１．２９８８１－０．ｓ９６９２

－－－－－－－－－－---

２
．：;-.-0,

-1-？‐.－’-.---．－，－

ろ．ｆ９ＦＵＪ１ＮＤＡＮＴＡＩＫＹＯＧＸＫＡＩＪ婦人団体協議会の依頼があった

はい

いいえ,無回答
￣

－－￣

募金の対処Ｐ､１４６ムトＢＯＫＩＮ－ＩＲβ

会計から支出しない３・ｓ６７ＳｄＯ－１．６７８４０
１．ｓ３２９３２．７８６４８

－ご・９９２０９－０．６５３５２

－２．ｓＢｓｓ６０．２３０７ｓ

Ⅱ
鴬
３ 募金の内容により色々である

募金は一切扱っていない

会計から支出する,無回答
￣

－－￣
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”
ね
詞
、
釧
飽
、
卿
羽
弘
刀
犯
”
ぬ
い
⑪
⑩
“
“
ぬ
⑰
“

Ｉ
－

４．１．.ＡＴＴＩＴＵＤＥＴＯＷＡＲＤ－ＳＵＣＨｄｕＫＩＮ－募金についての意見

住民のためである,やむをえない
その団体が行うべき,内容により判断,その他
わからない,無回答

４．４リリＳｏ

－０ｏＵ１０７６

－と。’ら１７６

之・ｓｂ７ｄａ

－Ｏ・Ｃ０９７９

－ｎ・１４２２０

１
２
３

￣－－￣ ￣

１０ＪＩＣＨＩＫＡＩＫＡＮＫＥＩＫＹＤＫＡ自治会との協力関係を強化する計画がある

はい

いいえ

無回答

・ＬａＵｏ４－１．９７２１０

－２・ｌ４Ｓ９７

４ｏ・７２７１２

０．７Ｕ１４２

－０．４９３２０

２
３

－－￣

１１ＳＨＬＢＵＴＯＪＩＣＨＬＫＡ１ＦＵＪＵＮＢＵ，婦人会は婦人部になったほうがよい

そう思う

どちらともいえなし

そう思わない

無回答､わからない

２０１１．０１１９Ｊ

０９１０・ａＯＯＱＢ

９５０ －３．ｓ６４８１

１．１８９２９
－￣￣￣

－０・ろり６６１４
￣

so〒声デマ盲 ＳＨＩＢＵＦＵＴＵＲＥ１ＮＪＩＣＨＩＦＵＪＩＮＢＵいずれ婦人会は婦人部となります力

そう思う

そう思わない

どちらともいえない,わからない,無回答

と・己４．６つ一ＯｏＪｓ９ＳＳ

”
卵
別 －０。 lｂａ９１－２・Ｓａｌｂ９

－０・ｄＣ６７１１．３５６３９３
－－－－－－－

や

ｂ

幻
鉛

老人会協力関係がありTＯＲＯＪＩｈ

卯
知
師
印
い
い

１．０１２６ｓ０１２６ｓ－２２．９０２７１はい

３２●１４、０．９３４７３．いいえ,無回答
、

￣－－－－

第１軸十方向では協力的支部がある，特に他の支部，他の団体，自治会連合会，農業組合等の依頼

が多く，募金の|祭，会の会計からお金を出さない，募金は会を通じて行なってよい，またはやむを

えないことである，とする。しかし，いずれ婦人会が自治会の婦人部となると思っていろ。協力的

な現実派の支部長であるといえよう。

一方向では他の団体の依頼がなく，又は婦人会は婦人部になった方がよいかははっきり決めかね

ていろ，消極派の支部長であるといえよう。

第２軸十方向では依頼をかなり受け入れていろ，又は募金に対していろいろな対処の仕方をする，

会を通じて募金を行なえばよい，あるいはやむをえないことであるという者のグループである。

一方向では趣味会と支部活動が混同されることがある，全会員に呼びかけている活動が多く，し

かし他の団体の依頼がない。自治会との関係を強化しながら，それの婦人部とはなってほしくない

，又はそうならないと思っている。その他に老人会との関係がかなり深いようである。このグルー

プは現状維持の姿勢を取っていろと解釈してもよい。

Ｇ，支部長の役職及び支部の諸問題について

（pp､139,ppl49）

1．支部長の役職

支部長が以前に役職を何年間待っていたかという質問を通して，本人が支部長になるまでどれほど

の経験を重ねたかがわかる。アンケートの対象者のうち22名ほどは支部長になるまで一切役職を持っ

ていなかったことが明らかになった。そして役職を持っていた５１名のうち（副支部長21名，会計２２

名，監査２名，その他26名）１年から２年の間にそれを持っていた者は25名，３年から４年までは１１

名，５年以上は15名であった。

その他の役職（問17）についた者は12名であり，そのほとんどは市政協力委員，民生委員，福祉協
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議会委員であった。

問21において支部長としての役職年数を見ると，１ケ月から２年までは60名であり，３年から４年

までは７名，５年以上は４名であった。又，支部長の任期(p､149,問９）の場合，２年間の任期を持

つ支部は58ほどであり，１年間は13支部，１年未満は３支部であった。結局３年以上支部長を続ける

者は少なく，早く他人にその職を回わそうとしているようである。このことはｐ､149の問３に対する

答えからもわかる。すなわち再び支部長になる意志を持っている者は１名もいないということである。

「意志のない」４９名及び「必ず断る」の４名，合計53名という結果をみても交替が通常であることが

わかる。しかし「たのまれたらなってもいい」の７名及び「一概にいえない」の９名の合計16名はあ

る程度再任を拒んでいない。

支部長として退任した後，再び婦人会の役職につく意志を持つ者は８名であり，「頼まれたらなっ

てもいい」の６名，「一概にいえない」の９名の者に対して意志のない者は30名で，必ず断るのは８

名となっていろ。又できるだけ１期で交代できるように「新しい方針」を実行しようとしている支部

もあるようである。

現在地区の婦人会（問22）の役職を持っている人は24名であり，過去にそれを持ったのは16名であ

る（合計32名，８名兼職）。青梅市婦人団体協議会の役職を現在持っている者は20名で，過去では１３

名であった。上述の答えからわかるように支部以外に地区婦人会や婦人団体協議会で活躍していろ，

又はした回答者はかなり多くこのアンケートに協力した。

問26の答えを見ろと支部長の活動と配偶者の自治会の役職とは関係があることが推測できろ。とい

うのは54の支部長の配偶者は自治会（現在・過去）の役職を持っていた。２５名の無回答者を別にすれ

ば延べ77名（兼職23名）のうち，役職分布は次の通りであった。自治会連合会６名,自治会会長22名，

副部長17名，会計12名，監査１名，相談役３名，部長６名，副部長９名，その他１名である。役職年

数をみても経験の長い者が多く，５年以上は21名で，１０年以上は５名であった。

地域活動に対し強い関心を持つ夫婦がこれほど多く存在するという事実は意外であった。というの

も，自治会の役職を持つ夫に対しかなり協力しなければならないので，支部長にはなれないのではな

いかと筆者は考えていたのだが，そうではなく，むしろこうした関係があれば相互の連絡，すなわち

自治会と婦人会の協力活動の調整にとって有利になるのではないかという解釈に至った。

2．支部の一般事項について

支部長が町内を住みやすくすることに貢献できろかの質問について「少しは可能である」３７名及び

「かなり可能である」８名，合計45名，「ほとんどできない」４名，「わからない」１９名，無回答１１

名という結果を見ろと，多くの回答者が自分の活動に対して自信を持っていることがわかる。しかし

市全体においても貢献の可能性が多いと答えたものが多数であるのは，おそらく上部組織（地区婦人

会・婦人団体協議会）に属した者が多いためであると考えられろ。この間２の回答は「かなり可能」

６名，「少し可能」２７名，「ほとんど可能がない」７名，「わからない」２８名，無回答11名であっ

た。

支部運営の問題（問５）に対し，６９の回答者は婦人会が直面している二つの根本的問題を明確に指

摘していろ。それは第１に「役員のなり手がない」（37名）及び第２に「会員の関心が薄い」（35名）

という問題である。「別に困っていない」のは７支部だけである。他に７名は「他からの依頼事務が

多い」と答えた。だがそれにもかかわらず問14で68名は支部の運営は現状のままで良いと答えた。こ

の二つの質問に対する答の間に大きな矛盾が生じていることは婦人会組織の特徴なのかも知れない。

活動が活発になったと答えたのはただ10支部であって，大半の56支部では活動には変化がなかった

ようである。〔不活発は４支部，わからない４支部，無回答５〕・活動が活発になった理由としては

「積極的な人が役員になったから」５名，及び「会員の意識が向上したから」５名あった。

▽
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会員の活動参加は約半分程度が単に形式的なものであることが表12からよくわかる。

支部長としての活動が住民に理解されていろと思ってい
表１２形式的参加の割合

ろ支部長（問10）は17名であり，そうではないと思ってい

る者は９名である。大半の39名は「どちらともいえない」

と答えた。

支部の状況や特徴（問11）老述ぺた者の多くが，支部の

運営がよく，満足できる活動をしていることを挙げた。そ

の他に役員のなり手がかなり若く成ったことに対して，喜

んでいる支部長もあるが，反対に年代の差が大きくなりす

ぎるため考え方の違いが生じるという問題を指摘する声も

あった。

婦人会の必要性を認めるのは53名であり，「あまり必要

支部数

10％以下5

10～29％5

30～49％１８

５０～59％１２

６０～69％6

70～79％3

80～89％1

90％以上Ｏ

無回答２９

■

がない」と答えた者は７名であった。しかし問７に対して23名は婦人会はいずれなくなると答えた。

日本特有と思った者は25名であり，無回答は31名であった。婦人会の将来を悲観的に見ている支部長

がこれほど多数存在するという事実は，婦人会にとって極めて憂慮すべき点であるといえよう。

婦人会の活動における基本的な目標】（問15）として「地域の婦人間の親睦」が一番多く挙げられ

た（表13参照）。「地域の全世帯との親睦」を答えた25名も加えれば，地域社会の和を保つのは基本

的姿勢であるということがよくわかる。

二番目の「婦人の社会的地位の向上」という目標は現在表１５婦人会の活動目標

においては，ほとんど希望的観測にすぎないといえよう。

なぜならば筆者はこのアンケートを通じて，この方面の活

動が十分重視されていないという印象を受けた。又，行政

との協力については，アンケートからは行政との協力関係

がかなり強力であることが判明した。表13で「行政との協

力」が少数であるのは，現状で既に「協力」が充分である

という認識があるためだと思われる。「社会一般に役立つ」

活動は，福祉関係を中心に，現在さかんに実施されている

ことが本論文で明らかになったといえよう。

支部数

1．婦人の社会的地位の向上２９

２．地域の婦人問の親睦６１

３．地域の全世帯との親睦２５

４．行政との協力７

５．社会一般に役立つことに努める１８

６．その他0

7.わからないＯ

無回答４

この章の12の変数に対してＮ類分析を実施したが，その結果は，分析に充分活用しうるものでなか

ったため，さらに変数を４つに減らし，その結果の第１軸に基づいて次のような分析を行なった。

第１軸十方向では，活発になった支部活動の結果として，支部長の活動に対して住民は理解を示す。

支部長はこれを受けて婦人会の必要性を確信していろという解釈をしてもよかろうか。

一方向では，不活発な支部でありながら，活動が理解されていないとともに，婦人会の必要性を

あまり認めない者のグループであるといえよう。
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Ｎ類分析

Ｇ：婦人会の活動に対する評価

（資料４－４参照）
ＥＩＧＥＮＶＡＬＵＥ

固有値

0.43913811

0.34881383

ＣＯＲＲＥＬＡＴＩＯＮ

ＣＯＥＦＦＩＣＩＥＮＴ

相関係数

0.66267496

0.59060466

軸
１
２

７
０
０
氾
加
呵
呵
阻
氾
旧
ｌ
Ｗ
ｗ
ｍ
ね
ｍ
ね
羽
加
お
ね
れ
ね
‐
而
功
卯
ね
、
功
羽
刈
羽
加
加
⑩
例

ＡＴＥＧＯＲＩＣＡＬＶＡＬＵＥＳ

ご軸VARXAEIL債変数名 Ｈ軸
￣

(下部）ＣＨＯＮＡＩＣＯＮＴＲⅡＢＵＴＩＯＮ町内を住みやすくするための貢献

可能である

それ以外,無回答

〃dDF

￣

６１ＦＵＪＩＮＫＡＩＡＣＴＩｖＩＴＹ－，婦人会の活動は活発になった力

活発になった

変わらない

不活発になった,わからない,無回答

３．０８７９ｓn．９８７１Ⅱ

０．１７８２１－０･ａ９８３２

－３．４０４９７２・Ｓ３６２Ｃ

１
を
ａ

－－￣■②.■￣･￣－．－－－

ＷＡＴＴＫＴＵＤＥＴＯＷＡＲＤｓＨエＢｕｃＨｏＡｃＴエｖ，支部長の活動に対する住民の理解

当っている，どちらかといえば当っている
どちらともいえない

どちらといえば当っていない,当っていない
無回答

LＤ－ｎｂ

－０．１２５８．

３．ｓ４４４コ

－２．１６０４５

－ａ・’７７４９

ろ
４

－，－－－－￣￣

l２ＮＥＣＥＳＳＩＷＯＦＦＵＪＩＮＫＡｌ婦人会の必要性

極めて必要，必要
あった方がよい

その以外,無回答

ａｏ７２１ｇＯ２．１ｓ７０７
－２．２０５７゜

1．３６０３８

－０．ごＣ９６ｏ

－ｌｏ７０１３Ｃ

２
３

おわりに

このアンケートを通じて明らかになったのは，青梅市婦人会は大きな組織を持ち，市内で一番影響

力を持っている婦人団体であるということである。もちろん新住民の多い市の東部では婦人会の加入

率が低いのであるが，市の旧住居地区ではまだかなりの組織力を持っていろ。

しかしほとんど全世帯を吸収する大きな自治会組織に対して，婦人会は人数，組織力等の点におい

て小さい。そのため両組織が相互に協力関係に立つ際，後者が前者に対して依存する関係になること

がしばしば生じろ。又，会員の減少及び役員不足等の問題の解決方法として自治会の婦人部となる新

しい傾向が青梅市では特に1982年に見られたのである。こうした自治会との関係，すなわち自治会の

「助手」的存在をきびしく批判した或る婦人会の中心人物は，「自治会とともに数多くの催しに参加

し，多'忙な活動を行なうことは婦人会のあるくきすがたでない」と指摘した。しかしアンケートを通

してわかったのは，現状維持という姿勢の傾向が全体的にみてかなり強いという点である。もちろん

婦人会の特色は各地区，各支部が活動において自主性を有していることであり，又は婦人会は学習の

場，社交の場において大きな役割を持っているのも事実である。

本研究はまだ不十分であるため，今後このテーマをさらに深めていきたいと思っていろ。

最後に，本研究に際してアンケートやその他の調査にご協力いただいた青梅市婦人会および青梅市

役所の関係者の方々に心よりお礼申し上げたい。

また本研究の遂行にあたりご指導，ご援助を頂いた吉田文彦，山中速人両氏及び大阪産業大学の岩佐

哲夫教授および宮本芳文技術員，その他の方々にあわせて厚く感謝の意を表したい。
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注

(1)オーストリアでは，例えば婦人団体として地域毎の組織としての婦人会のようなものはなく，教会，政

党等の組織内の婦人部のような形のものがあるだけである。

(2)昭和25年。４０年．５５年の国勢調査による数字一青梅市国勢調査実施本部「昭和55年国勢調査一青梅市の

人口と世帯（概数）」ｐ､８

(3)野崎孝編著「町内会・自治会役員活動の手引」第一法規出版，東京，1980年，ｐｌ７７

(4)東京都青梅市「第６回昭和46年一市政総合世論調査結果報告書」東京，1971年，ｐ､７２

(5)東京都青梅市「第16回昭和56年一市政総合世論調査結果報告書」東京，1981年，ｐ､２６

(6)(2)と同様；青梅市生涯教育審議会「青梅市における市民センターのあり方について」東京，1979年，

ｐ､22の答申書のなかで婦人会への加入率は総世帯の約４割であると述べられていろ。

(7)回答の１部の返送が遅かったため，コンピューター分析に利用したケース数は78であった。

(8)(4)と同様

(9)青梅市生涯教育審議会「青梅市における市民センターのあり方について」ｐ､22，このような講座開設の

背景には会員減少という事情があったのである。

(10リ(9)と同様；青梅市生涯教育審議会「青梅市における婦人問題解決のための具体策について」答申書，東

京，1980年，ｐ,２８，３８

(､）(9)と同様ｐ､23

02）(9)と同様ｐｐ､4８

なお，この研究に対し大阪産業大学産業研究所の特別研究費の助成を受けたことを厚く感謝したい。
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資料１ 青梅市一婦人会に関するアンケート

支部長自身についてうかがいます。

世帯主１．はい２．いいえ

生年月日明治・大正・昭和年月日生

結婚１．既婚２．未亡人３．独身４．離婚５．その他

あなたには子供がおありですか。１．はい２．いいえ（→5.へどうぞ）

はいを答えた場合，子供の人数は１．１名２．２名３．３名４．４名５．５名

1．

２．

３．

４．

４．１．

４．２．

４．３．

子供の年齢は 才， 才， 才， 才， 才

現在同居している子供は何名ですか。

１．１名２．２名３．３名４．４名５．５名以上６．いません

義務教育をまだ終了していない子供がおありですか。4．４．

1名 ２．２名３．３名４．４名５．５名以上

主婦２．その他（具体的に記入して下さい）＿

6．いません１．

支部長の職業5．１．

５．２．

●
●
●
●
●
●
●

『
ロ
Ⅱ
（
『
０
０
（
△
几
ニ
ユ
［
Ｊ
０
イ
ー
▲
勺
■
Ⅱ
△
［
【
．
）

『
□
Ⅱ
（

農林業自営主２．農林業家族従業者３．魚業自営業

魚業家族従業者５．商工業自営主６．商工業家族従業者

つとめ人（会社員）８．公務員９．自由業１０．サービス業

無職（12を除く）１２．停年退職，引退１３．その他

御主人の職業

あなたの学歴１．大学２．１日高専３．短大，新高専４．新高，｜日中

（卒業）５．新中，｜日高小６．小学校７．なし８．その他一

6．

失礼ですが御世帯の年長収入の全金額は１．２００万以下２．２００～399万7．

３．４００～599万４．６００～799万５．８００～999万

６．１，０００～1,190万7.1,200～1,499万8.1,500～1,900万

９．２，０００万以上１０．収入がない

いつから当市内に住んでおられますか。 １．生れてからずつと２．約一年前から

いつから当町内に住んでおられますか。 １．生れてからずつと２．約一年前から
●

●

（
〕
（
）
（
四
】
〉

;:雛答えた場合-何代前から住んでおられますか。1０．

１．父の代２．祖父の代３．それより前４．その他

あなたはどんな政党を支持しますか。

１．自民党２．社会党３．公明党４．民社党５．共産党

６．その他の政党７．支持政党なし８．その他

11.

９．わからない

11.で７．８．９．を答えた場合，しいていえばどの政党が好きですか。

１．自民党２．社会党３．公明党４．民社党５．共産党

６．その他の政党．７．支持政党なし８．その他９．わからない

最近…の間にあなたは|簔臺蓋蟇::欝竪?意亨加…したか。：=：

12.

13.

あなたは現在まで選挙運動の手伝いをしたことがありますか。14.

ある２．ない

↓
市長選挙のとき－回

１．

Ａ． Ｂ市会議員選挙のとき－回Ｃ・国会議員選挙のとき＿回
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あなたはどんな宗教を信じていらっしゃいますか。

１．仏教（宗派）２．創価学会３．神道（宗派）４．キリスト教（宗派一）

５．その他の宗教６．信じていない７．その他８．分からない

15.

支部長になる以前に，あなたは婦人会の役職につかれたことがありますか。（二つ以上でも結構です）16.

1．いいえ２．はい→どんな役職を何年間待っていたのですか。

↓（答えは二つ以上でも結構です）

１．相談役(顧問)－年間２．副支部長一年間３．会計一年間

４．監杳－－年間５．その他，－年間

６．その他，－年間

その他の役職に何年間つかれたことがありますか。（二つ以上でも結構です）17.

1．国会議員一年間２．都議会議員一年間３．市会議員一年間

4．その他の公職や審議会等の委員一年間５．市政協力委員一年間

6．民生委員一年間７．福祉協議会委員一年間８.その他 一年関

次のなかから－番この市の政治を動かす実力のある人をあげて下さい。18.

（該当番号に○をつけ，余白に１．２．３．の順位を記入して下さい）

１．市長２．市役所助役３．市役所局長４．市会議員５．知事６．都会議員

７．国会議員８．財界幹部９．労働組合幹部１０．政党幹部（何党でしょうか）

11．文化人１２．宗教の指導者（何宗でしょうか）１３．住民

14．住民の組織（どういう組織ですか）１５．その他１６．わからない

あなたは政治問題や国全体の問題に関心をもっておられますか。19.

1．非常に関心がある

4．全然関心がない

2．ある程度は関心がある

5．その他

3．多少は関心がある

６．わからない

ではこの市の政治については関心をもっておられますか。20.

１．非常に関心がある

４．全然関心がない

支部長になられて何年になりますか。

2．ある程度は関心がある

5．その他

3．多少は関心がある

６．わからない

年21.

22. 地区の役職を現在もっておられますか。（例：第１婦人会副会長）

１．はい２．いいえ

はいを答えた場合，どんな役職ですか。22.1.

１．会長２．副会長３．会計４．その他

22.1.でのような役職に過去につかれておられましたか。23.

１．はい２．いいえ

はいを答えた場合，どんな役職・何年間つかれておられましたか。23.1.

1．会長一年間２．

４．その他

副会長一年間

，年間

3．会計一年間

青梅市婦人団体協議会の役職に現在つかれておられますか。24.

１．はい２．いいえ

はいを答えた場合，どんな役職ですか。

１．会長２．副会長３．会計４．書記５監査

６．評議委員７．編集委員８．その他

24.1.

－１３９－



24.1.でのような役職に過去つかれておられましたか。25.

１．はい２．いいえ

はいを答えた場合，どんな役職に何年間つかれたことがありますか。

年間１．会長年間２．副会長３．会計一

年間４．書記年間５．監査６．評議委員

７．編集委員年間８．その他

御主人は自治会の役職（現在及び過去）の経験をおもちですか。

１．はい２．いいえ

はいを答えた場合，どんな役職に何年間つかれておられましたか。

25.1.

年間

年間

年間

26.

26.1.

1．自治会連合会の役職を＿年間２．自治会長一年間３．副会長一年間

4．会計一年間５．監査－－年間６．相談役（顧問）－年間

7．部長一年間８．副部長一年間９．その他，－年間

あなたは婦人会以外の団体，クラブ，教会等に属しておられますか。27.

1．はい→その名前を記入して下さい。

2．いいえ

貴支部の一般事項についておたずねします。

支部の正式名を記入して下さい。●
●

●

勺
。
Ⅱ
（
《
、
〃
】
へ
皀
毛
〉

支部の設立は何年ですか。１．昭和 年２．大正 年３．明治 年

貴支部はどのような動機で結成されましたか。具体的に記入して下さい。

支部は戦前の婦人会の古い地域組織と（区域や事業の面などで）つながりがありますか。4．

１．はい→どんな点でしょうか。

２．いいえ３．わからない

支部の区域は自治会と同域ですか。5．

1．はい２．いいえ→どのようになっているかを記入して下さい。

３．その他（体具的に）

支部の区域についてＬ広すぎろ２．ちょうどいい３．狭すぎろ４．わからない

支部に入っている世帯（婦人）はどのくらいですか。

●
●

（
院
》
）
【
）
〃
。

30未満

150～199

１．

１．

５．

９．

２．３０～4９３．５０～6９４．７０～9９５．１００～149

７．２００～249８．２５０～299９．３００～349１０．３５０以上

全戸(婦人)加入２．自由加入３．その他

４％以下２．５～９％３．１０～19％４．２０～29％

30～39％６．４０～49％７．５０～59％８．６０～69％

70％以上

１．

６．

加入方式は●
●

（
）
（
）
〈
皿
『
》 加入率は
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支部には全世帯（婦人）が加入していることが一番理想的ですか。10.

競い汁の理由を記入して下さい｡〈
支部区域内に新しく転入された世帯がある場合，どのようにして加入手続を進めますか。■11.

1．自動的に会員になる２．会員になるよう強く進める

3．会員になるよう一応すすめるが，本人の自主・自発性にまかせろ

5．その他4．何もしない

新しく入会した会員から，入会金を別に徴収していますか。12.

１．はい→どのくらいでしょうか円

２．いいえ

支部区域に住んでいる婦人（２０才以上の方）の人数は何名ですか。 名約13.

14. 会員の人数は最近５年間でどのような変化がありましたか。

１．会員数は急増した２．わずかな増加があった３．ほとんど変化がなかった

４．少し減った５．かなり減少した６．わからない

14.のあなたの答えについてできたら理由をお書き下さい。14.1.

支部は班とか組とかにわかれていますか。15.

3．どちらにもわかれていない班にわかれていろ２．組にわかれている

両方（班及び組）にわかれている５．その他

わからない

組等の世帯数はどのくらいですか。

１
４
’
６
，
班のつ

にわかれている

16.

１．１０世帯未満２．１０～19世帯３．２０～29世帯４．３０世帯以上

５．わからない

15.で４．を答えた場合，数字を記入して下さい。

１．班の世帯数は約世帯２．組の世措数は約世帯

16.1.

支部の規約はありますか。17.

3．その他１．はい２．いいえ

規約はあった万がよいと思いますか。18.

１．あった方がよい２．なくてもよい３．どちらでもよい４．わからない

独自の事務所・集会所はありますか。19.

２．ない（主にどのようなところを使っていますか｡）

１．公会堂・公民館などの公立の集会所

２．神社（社務所）３．寺院

４．会長や役員の家

５．中高層住宅等に附属している集会所

６．その他

1．ある

↓
支部以外の利用者がいますか

１．いろ（具体的

２゜いない

）

機関紙・広報紙はありますか。20.

1．ある１年一回ぐらい発行２．ない３．その他
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貴支部の主な役員の人数及び選出方法についておたずねします６21.

人数を記入したうえ，選出方法のところを次の中から適切な数字を記入して下さい。

1．全会員による投票２．役員による投票３．役員による推薦４．指名

6．前役員からの申し送り７．その他の場合（具体的にお書き願います）

また，書かれていない役職がありましたら付け加えて下さい。

5．輪番

●

防犯
委員

防火
委員

衛生
委員

祭典
委員

納税
委員

活
善

生
改顧問

相談役
国民保険
国民年金役員名 会計 組長 監査部長 班長 環境文化広報副部長

人数 名

選出方法
ウ

柵雌三名 委員役員名 その他

人数

選出方法

貴支部で役職につかれている方は手当を受けていますか。22.

１．はい（金額はどのくらいですか

２．いいえ

手当があった方がよいと思われますか。

円）

22.1.

１．はい

2い帆モの理由をお書譽下譽いく
3．どちらともいえない

会費についておたずねします。支部では会費を→１．集めていろ２．集めていない

「集めていろ』とお答えの場合，それは全会員から集めていることでしょうか。

23.

24.

１．そうです２．そうではない

21.で１．を答えた場合，会費の額はどんな方法できめていますか。

１．定額（世帯均等割）２．人頭割３．所得割４．固定資産税割

５．その他

24.1.

会費は１世帯当り１ケ月平均どれくらいですか。25.

200～299円４．３００～399円５．４００～499円

800～899円９．１，０００円以上

1つを選んで下さい。

１．１００円以下２．１００～199円３．

６．５００～599円７．６００～799円８．

会費額と仕事の量の関係についておたずねします。26.

１．会費を多くしても，もっと仕事をする方がよい

２．会費を少なくしても，仕事をへらす方がよい

４．その他

支部の１年間（57年度）の予算額はどのくらいですか。

3．今のままでよい

５．わからない

27.

１．２０万円以下２．２０～49万円３．５０～99万円

５．２００～299万円６．３００～399万円７．４００～499万円

年間収入総額のうち会費の占める割合は大体どのくらいですか。

4.100～199万円

8.500万円以上

28.

１．３０％以下２．３０～49％３．５０～69％４．７０～89％５．９０～100％
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会費額について不満のある人が支部内にいますか。29.

１゜いろ２．いない
↓

その理由は１．会費が高すぎろ２．会費が少なすぎろ３．その他

支部の財産がありますか。１．はい２．いいえ

29.1.

30.

30.1. 30.で１．を答えた場合－その財産はどんなものでしょうか。（２つ以上でも結構です）

１．山林２．その他の土地３．集会所４．その他

支部は市から補助金とか助成金をもらっていますか。31.

１．はい（その金額は57年度円でした）２．いいえ

31.の１．の場合は市からもらっている金額は支部の予算の大体何％に当るでしょうか。32.

２．わからない％1．

支部は市から委託金をもらっていますか。33.

円でした）1．はい（その金額は57年度として 2．いいえ

どんな活動に対して委託金をもらっていますか。（具体的にお書き下さい）33.1.

あなたの支部における１年間の他団体への補助金，交付金，負担金の総額はどのくらいでしょうか。34.

円約

あなたの支部では予算や決算について総会で討議をしていますか。35.

1．はい２．いいえ３．その他

１．定期的に開く２．定期的には開かないが必要に応じて開く３．開かない

５６年度回開かれました。

総会を36.

37. 総会は

57年度 回開かれました。

総会のときの出席率はどれくらいでしたか。38.

１．２割以下２．３割以不３．４割以下

６．７割以下７．７割以上

総会で発言する人は次第に多くなっていろと思いますか。

４．５割以下５．６割以下

39.

１．多くなった２．やや多くなった３．いいえ４．わからない

支部の主な行事や仕事は，大体どなたに決められていますか。40.

1．支部長が決めろ２～役員会で決める

5．その他６．

３．総会で決めろ４．いろいろ

わからない

総会の成立要件はどのようになっていますか。41.

1．全会員の過半数

3．特に規定はない

2．全会員の§以上をもって
P

4・その他

、

あなたの支部の活動についておたずねします。

あなたの会で，５７年度に行った活動，この１年間の活動はどのようなものがありますか。1．

次の中から該当するものすべてに○をつけて下さい。
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Ａ，環境整備の面で： 溝・河川・道路などの清掃

街路灯の設置・管理

ちびっ子広場・公園等の管理

その他

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

『
０
０
－
（
｜
『
）
戸
尾
Ｊ
庁
〃
０
勺
Ⅱ
（
△
旬
」
。
【
７
０
勺
Ⅱ
△
『
ｕ
Ⅱ
△
△
何
」
。
［
Ｊ
，
ｎ
叩
〉
（
一
〃
】
Ｆ
『
〉
勺
０
ユ
’
旬
」
△
〈
ｈ
）
（
ｘ
）
勺
Ⅱ
ユ
△
幻
ユ
ュ

一勺Ⅱ△
『
Ⅱ
△
勺
Ⅱ
（
一
勺
Ⅱ
△

勺
Ⅱ
（
勺
Ⅱ
」

2．道路の維持・補修・私道舗装

4．薬剤散布など保健衛生活動

6．防火・防犯・防災活動

Ｂ・レクリエーション． 成人式・敬老会２．趣味をいかす各種講習会３．廃品回収

慶弔の世話５．運動会・スポーツの育成６．旅行見学

新年会８．交通整理・交通安全対策９．文化の育成１０．盆おどり

祭り１２．生活改善(簡素化）１３．その他

福利厚生の面で

Ｃ、社会福祉の面で 募金の協力２．献血の協力３．子供会等の育成

老人クラブ等の育成５．簡易保険の団体加入６．研修会・研究会

地域の財産管理８．婦人問題９．障害者の育成

住民生活に関する陳情・要望１１．集会所の建設・整備

地域内のもめごとの調整１３．神社の維持・管理１４．お寺の維持・管理

青少年対策１６．その他

Ｄ、支部や支部長として 広報紙の配布２．回覧文書３．納税告知書の配布

税金の取りまとめ５．国民健康保険料令書の配布

国民健康保険料のとりまとめ７．投票所入場券の配布

選挙広報の配布９．自動車税令書の配布１０．ゴミ袋の配布

し尿くみとり券の売りさばき１２．薬剤の配布１３．世帯人口調査

交通災害共済事務１５．その他

市役所から依頼

されている仕事

1.のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの中現在あなたが特に熱心にされているものを各項目で二つ選んで下さい。2．

（例えばＡ３・Ａ５等）

１．Ａの中で２．Ｂの中で３．Ｃの中で４．，の中で

1.のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４つの分野のうち，全体的にどれが一番重要と思われますか。3．

１．Ａ２．Ｂ３．Ｃ４．，５．わからない

ＡＢＣＤのうち二つ選ぶ場合，どんな二つを選びますか。3．１．

ＬＡＢ２．ＡＣ３．Ａ，４．ＢＣ５．ＢＤ６．ＣＤ

あなたの会として，今後強めていきたい活動はどのようなものでしょうか。上述のＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄの中から4．

選んで下さい。

１．Ａ２．Ｂ３．Ｃ４．，

１．のＡＢＣＤのうち特に何番でしょうか。（二つ以上でも結構です）4．１．

Ｃ ，ＢＡ

あなたの支部で次の四つの分野においてどんな活動を進めていますか。実施されている活動をすべて具体的5．

に記入して下さい。

Ａ，趣味をいかす講習会

Ｂ・文化・教養

Ｃ，生活改善（簡素化）

Ｄ・社会福祉
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趣味の会などのグループ意識が支部内に持ち込まれ，支部活動と混動されたことがありますか。6．

１．よくある２．多少ある３．ほとんどない４．ない５．わからない

自主グループの運営，参加などについてのご意見をお書き下さい。7．

現在，婦人会（支部）によって実施されている活動は女性にしかできないもので，男性には向かないという8．

意見に対してどのようなお考えをお持ちですか。

１．そのとおりだと思う２．どちらかといえばそう思う３．どちらともいえない

４．どちらかといえばそうは思わない５．そう思わない６．わからない

婦人会（支部）の活動のうち男性も参加できるようなものがあると思いますか。

３

9．

１．はい（できれば具体的にお書き下さい）

２．いいえ

あなたの支部が過去２年間，他の支部と協力・共同して行なった活動がありますか。10.

1．あろ回数 回（その活動を具体的にお書き下さい）

２．なし、

あなたの支部では全会員の参加を呼びかけている仕事や行事がありますか。11.

１．あろ（その内容を具体的にお書き下さい）

２．以前はあったが今はない３．以前も今もない４．わからない

職業婦人の問題を解決するためにどのような活動をしていますか。12.

1．していろ（具体的にお書き下さい）

2．していない

地域団体との関係についておたずねします。

以下の団体や組織の中で，婦人会・支部とは形式的には独立しているが，協力関係のあるものがありました1．

ら○をつけて下さい。

１．自治会２．青年会３．子ども会４．老人会５．防犯協会

６．交通安全協会７．納税組合８．氏子・檀徒９．商店会１０．同業組合

１１．生活協同組合１２．日本赤十字社１３．Ｐ.Ｔ・Ａ１４．その他

下述の団体（１～13）と婦人会・支部との交流が先分行われていろと思いますか。2．

1．はい，充分な場合，上述の団体の番号を記入して下さい。

2．いいえ，不充分の場合，上述の団体の番号を記入して下さい。

市以外の団体から依頼された仕事がありますか。１．ある２．ない

「ある」と答えた場合，その依頼のあった団体はどんなものでしょうか。該当するものすべてに○をつけ

て下さい。

１．自治会連合会２．寺３．神社４．日本赤十字社５．県６．国

７．農業協同組合８．郵便局９．婦人団体協議会

１０．その他

3．

３．１．

、
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その仕事の内容は何でしょうか。該当するものすべてに○をつけて下さい。３．２．

１．募金２．物品や保険等のあっ旋勧誘などａおしらせの配布

５．祭り等の行事の手伝いや共催６．その他（具体的に）

他の団体からの募金依頼に対し，どのように対処していますか。

4．献血

4．

１．各会員に割り当てろ。会の会計からは支出しない

２．各会員から集めず，会の会計から支出する

３．各会員に周知し，個人が出す出さないは自由にしていろ。会の会計からは出さない

４募金の内容により色々である

５．募金は一切扱っていない

あなたはこの種の募金についてどのように考えていますか。

屯

4．１．

1．本来その団体や趣旨に賛同する者が独自に行うべきこと

2．住民のだめになるものだから，会を通じて行ってよい

3．これまでの経緯もあるのでやむをえない

4．募金の内容により個々で判断する

5．その他６．わからない

現在行なわれている募金の現状には満足していますか。5．

1.満足している／その 3.満足していない／その
4．あまり満足していない、埋上週2．やや満足していろ、型史

５．わからない

あなたは過去５年ほどの間にこのあたりの問題について，対策をねったり，運動を進めたりするために，婦6．

人会・支部とは別に新しいグループや団体を組織されたことがありますか。

1．はい→そのグループの名称 2．いいえ

その他，婦人会とは別に同上のような新らしいグループや団体が組織されたことがありますか。7．

1．はい→そのグループの名称 2．いいえ

当地域の自治会との関係についてうかがいます。8．

どんな方面で自治会と協力関係にありますか。

その協力関係は円満についていますか。9．

はい

できればその理由をお書き下さい
いいえ

●
●

ヨ
ロ
Ⅱ
」
（
叩
〃
】

今後あなたの支部は自治会との協力関係を強化する計画がありますか。10.

１．ある（どんな方面が特に配慮されているかお書き下さい）

２．ない

婦人会（支部）は自治会の婦人部になったほうがよいと思われますか。11.

1．そのとおりと思う２．どちらかといえばそう思う３．どちらともいえない

4．どちらかといえばそうは思わない５．そう思わない６．わからない

（1.から5.までの答えをした場合はその理由をお書き下さい）
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いずれ婦人会が自治会の婦人部になるという状況が生まれろと思われますか。12.

1．そのとおりと思う２．どちらかといえばそう思う３．どちらともいえない

4．どちらかといえばそうは思わない５．そう思わない６．わからない

（1.から5.までの答えをした場合はその理由をお書き下さい）

現在，当市の自治会における女性の役員が極めて少ない現実をどう思われますか。13.

支部と子供会の協力関係の内容についてお書き下さい。14.

勺、

支部と老人会の協力関係の内容についてお書き下さい。15.

コミュニティ施策を進めるために，市行政は地域に関する諸資料・‘盾報の公開を積極的に16.

はかる必要性があると思いますか。

１．当っていろ２．どちらかといえば当っている３．どちらともいえない

４．どちらかといえば当っていない５．当っていない６．わからない

隣接の婦人会・支部は仕事量や金銭負担においてほぼ同様の条件におかれていると思いますか。17.

仕事量の場合１．はい２．いいえ３．どちらともわからない

金銭負担の場合１．はい２．いいえ３．どちらともわからない

あなたの地区の会長と支部や婦人会や地域問題についてよく話し合いますか。

4．その他

4．その他

18.

１．する２．ときどきする３．ほとんどしない４．しない

コミュニティづくりが必要だと思いますか。19.

１．必要である２．必要でない３．わからない

｢必要である」と答えた場合一コミュニティづくりの必要な理由は何んでしょうか。次の中から20.

1つ選んで下さい。

１．地域社会の連帯感が薄れて，住民の生活が孤独でかなり不安である

２．町内会・自治会が作民自治組織としての役割を十分はたせなかった

３．公共施設などの整備には，住民の自発的協力や参加が欠かせなくなった

４．生活環境を向上させるには，住民同志の相互協力が必要になった

５．行政施策を効率よく進めるために，地域住民の利害を調整する必要のある問題が多くなった

６．その他７．わからない

あなたは住民の不満や要望をどのようなルートを利用して解決するのが望ましいと思いますか。21.

１．住民が町内会・自治会を通じて解決する２．住民が議員（議会）を通じて解決する

３．地元の有力者を通じて解決する４．住民が直接市役所にたのむ

５．場合に応じて違います６．住民が解決のための組織をつくる

７．婦人会を通じて解決する８．わからない９．その他

市長や行政の幹部の人たちは，このあたりの住民の願っていること，必要としていることを十分理解

口0

22.

していろと思いますか。

1．十分理解していろ２．あまり理解していない３．

５．その他

事柄による４．人による

６．わからない
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もし，あなたは町内の問題を解決するため市役所と折衝しなければならない場合，あなたは23.

市長や市会議員，または行政幹部等の人を知らないと不利だと思いますか。

１．不利だ２．そんなことはない３．その他

市長，市会議員，市役所の幹部の人を直接ご存知の方がいらっしゃいますか。

４．わからない

24.

１．直接知っている有力者は名２．紹介してくれる人がいる有力者は＿

３．有力者を知らないし紹介してくれる人もない４．その他

５．わからない

市からたのまれる仕事が多すぎろと思いますか。

１．多すぎろ２．今のままでよい３．いちがいにいえない４．わからない

その市の仕事をしながら，市から手当をもらっていますか。

名

■

25.

26.

1．はい（年額約 円）２．いいえ３．その他

市行政は婦人団体協議会の事務的処理をすることが好いと思いますか。27.

1．賛成２．やや賛成３．どちらともいえない４．やや反対５．反対

市民センターについておたずねします。

市民センターとあなたの婦人会・支部との協力関係をどのように見ていますか。1．

１．関係をもっと深めていきたい２．現状のままでよい３．少し減らしてもよい

４．わからない

市民センターの事業計画と婦人会（支部）活動が重複されることがありますか。2．

１．よくある２．たまにある３．ほとんどない４．ない５．わからない

婦人支部長として，市民センターで行われている活動に満足しておられますか。3．

１．とても満足していろ２．やや満足３．どちらともいえない

５．かなり不満がある

上述の3.の答えについて，もっとくわしく理由付けを説明して下さい。

4．少し不満がある

4．

市民センターによって婦人会へ提供している活動の場（料理，茶道，華道などの教室）に対して5．

満足していますか。

市民センターの利用者の大半は新住民であると思いますか。6．

１．当っていろ２．どちらかといえば当っている３．どちらともいえない

４．どちらかといえば当っていない５．当っていない

市民センターにおける子供の教育に関係する事業は,どんな点に－番重点をおくことが好ましいでしょうか。7．

1．青梅市民である自覚を育てる

4．文化的活動５．道徳教育

2．子供を自由に遊ばせろ３．スポーツ運動の活動

6．その他

市民センターの運営委員会の現状についてどう思われますか。8．

１．とても満足していろ２．満足している３．今のままで丁度いい

４．あまりよくない５．非常によくない６．わからない

8.で4.5.を答えた場合，その理由を述べて下さい。8．１．
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貴支部の諸問題についておたずねします。

あなたはこの町内を住みやすくするために，あなた自身どの程度貢献できろと思いますか。1．

１．かなり可能２．少しは可能３．ほとんど可能でない４．その他一

５．わからない

では市全体についてはいかがでしょうか，青梅を住みやすい市にするために，あなたど自身2．

どの程度貢献できると思いますか。

3．ほとんど可能でない ４．その他１．かなり可能２．少しは可能

５．わからない

再び支部長になる意志がありますか。3．

頼まれたらなってもいい４．必ず断る５．一概にいえない

７．わからない

1．ある

6．その他

２．ない ３．

支部長は退任後に支部長以外の婦人会・支部の役職につく意志がありますか。４．

頼まれたらなってもいい４．必ず断る５．一概にいえない

７．わからない

1．ある

6．その他

２．ない３．

あなたの支部の事業や運営の面で，どのようなことが問題になっていますか。５．

該当するものすべてに○をつけて下さい。

１．役員のなり手がない２．会員の関心が薄い３．集会や活動を行う場所がない

４．内部に意見の違いや対立があり，会がまとまらない５．新しい活動の選定に困る

６．他からの依頼事務が多い７．別に困っていることはない

８．その他

あなたの会の活動は，以前と比べて活発になっていろと思いますか。6．

１．活発になった２．変わらない３．不活発になった４．わからない

活発になった理由は何んでしょうか。

１．積極的な人が役員になったから２．市から援助があったから

３．集会所などの施設ができたから４．会員の意識が向上したから５．その他

不活発になった理由は何んでしょうか。（具体的にその理由を記入して下さい）

6．１．

6．２．

次の二つの中どちらがあなたの考え方に近いでしょうか。7．

１．婦人会は日本特有の文化現象であると考える

２．近代社会では婦人会のような地縁集団はいずれなくなると思っている

婦人会の問題に無関心で，単に形式的に参加する人（世帯）の割合はどのくらいでしょうか。８．

１．１０％以下２．１０～29％３．３０～49％

６．７０～79％７．８０～89％８．９０％以上

あなたの支部での支部長の規定による任期は何年ですか。

４．５０～59％５．６０～69％

9．

１．１年未満２．１年３．２年４．３年５．４年以上６．終身

あなたの町内の居住者は，支部長の活動の内容を十分理解していろと思いますか。10.

１．当っていろ２．どちらかといえば当っていろ３．どちらともいえない

4．どちらかといえば当っていない５．当っていない
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あなたの支部の現在の状況や特徴を簡単に書いていただけませんでしょうか。11.

あなたはこれからも，婦人会・支部が必要だと思いますか。12.

１．極めて必要２．必要３．あった方がよい４．あまり必要がない

５．ない方がよい６．いちがいにいえない７．わからない

あなたの支部の会員の中で生まれてから現在まで当市に住む割り合いは高いですか。13.

１．当っていろ２．どちらかといえば当っていろ３．どちらともいえない

４．どちらかといえば当っていない５．当っていない

貴支部の現在の運営はそのまま続けられますか。14.

１．はい

2．いいえ
できればその理由をお書き下さい

婦人会（支部）の活動の基本的立場は何を目標としていますか。（二つ以内でお答え下さい）

１．婦人の社会的地位の向上２．地域の婦人間の親睦３．地域の全世帯との親睦

４．行政との協力５．社会一般に役立つことに努めろ６．その他

７．わからない

15.

御協力ありがとうございました。

なお，おさしつかえなければ貴会の規約，予算，決算書，事業活動報告書，広報紙，パンフレットなど

の出版物など，貴会の組織や活動がわかるような資料（コピーでも結構です）がありましたら同封いただ

ければ幸いです。
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資料２－１青梅市婦人団体協議会会計決算

昭和56年度青梅市婦人団体協議会会計決算

収入の部

科目 予算額 収入済額 説 明

,4,000円 14,000円繰越金

繰越金 前年度繰越金14,000 １４，０００

刃

負担金 192,000 192,000

地区負担金 ７，０００円×10団体70,00070,000

婦人会員 20円×6,100円122,000122,000

補助金 265,000265,000

青梅市社会教育団体補助金教育補助金 150,000150,000

青梅市社会福祉協議会補助金福祉補助金 115,000115,000

研修参加費 720,000０

宿泊研修参加費参加者負担金 615,0000

婦人組織活動調査費活動調査費 90,000０

研修賛助金賛助金 15,0000

委託金 180,000120,000

社会福祉施設慰問委託金委託

金
一
入

180,000120,000

諸収 28,0932０，０００

祝金・預金利子諸収入 28,09320,000

〈
ロ 計 1,399,093611,000

上記以外の市からの助成

管外研修のときのパス代

研修会の講師礼金

160,000円

40,000円

支出の部

科目 予算額 支出済額 説 明

22,000円 23,500円事務費

消耗品費 事務用消耗品費3,000 2,200

郵便通信費 郵便料9，０００ 12,400

資料印刷費 案内状等印刷費10,000 8,900

議費会 43,500 36,000

常任委員会 １人500円×10人×５回25,00027,000

編集委員会 １人500円×10人×２回13,500 10,000

事務打合会 １人500円×２人3,000 1,000
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事業費 380,000 440,500

婦人大会費 講師謝礼

議案印刷費

退任役員報償金

懇談会経費

飾付生花

110,000
円
円
円
円
円

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
剛
Ⅲ

３
２
３
２

０
０
０
２
８

110,500

広報活動費 まどか編集費（４９．５０号）

75,000円×２回

150,000 150,000

慰問事業費 社会福祉施設慰問事業費
□

120,000 180,000

研修費 135,000 788,000

管外宿泊研修費 高崎ハム・山印味噌工場

(草津温泉泊）

０ 720,000

役員研修費 常任委員研修費

同派遣研修費

役員研修費

105,000 55,000 30,000円

20,000円

5,000円

自主グループ

リーダー研修費

講師謝礼

助言者謝礼

30,000 10,000円

3,000円

13,000

交際賛 20,000 20,000

交際費 関係団体祝金20,000 20,000

諸支出金 10,500 91,093

諸支出金 25周年記念事業10,500 91,093

合 計 611,000 1,399,093

上記のとおり，相違ありません。

昭和57年４月２日

青梅市婦人団体協議会

会長柳川

会計阿部

会計青木

菊
幸
ハ

江
子
ル

昭和56年度青梅市婦人団体協議会会計

監査報告

.「

昭和56年度青梅市婦人団体協議会会計にかかる帳簿および関係書類を審査した結果，適正に執行

したことを確認したので報告します。

昭和57年４月10日

青梅市婦人団体協議会

会計監査本橋ヒサ

会計監査小山鶴枝

青梅市婦人団体協議会「青梅市婦人団体協議会新旧役員会資料」より，1982年４月20日
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資料２－２第１婦人会の収支決算書

昭和５７年度収支決算書

収入の部

決算額 説 明科 目

会 費収入 360円×1,113人十1,200円（5人加入）401,880

敬老会補助金，美化推進，防犯運動，広告料事業収入 532,636

国保，国民年金報償金，各支部負担金負担金収入 320,352
企

前年度繰越金繰越金 199,760

雑収入 総会祝金，預金利子67,672

計 1,522,300

支出の部

科 決算額 説目 明

会 議費 144,350

総 費会 総会諸経費96,720

役員会費 本部役員会，幹事会賄47,630

事業費 1,013,060

慰問費 敬老会，戦没者墓参，慰霊祭負担金274,180

講演講習会費 講師謝礼，その他43,400

見学研修費 見学会，研修会補助159,970

生活改善費 座談会，諸雑費5,250

会報発行費 530,260

協議会負担金 婦人団体協議会納付金，負担金9５，０００

事務諸費 77,000

需要費 文具，はがき，切手等17,060

交
一
慶

通費 役員旅費40,000

祝金，見舞金，香料弔費 0

交際賛 婦人会交際費1５，０００

費諸 謝礼，その他諸経費4,940

計 1,329,410

収支差引残額192,890円５８年度へ繰越

上記のとおり報告いたします。

昭和58年４月12日青梅市第一婦人会

阿
氏
大

長
計
計

〈
室
〈
呑
〈
室

幸子

美子

美代子

部
江
山

上記の収支決算書を正当なものと認めます。

青梅市第一婦人会 監事田辺俊子

監事岡部欣子

青梅市第一婦人会「定期総会議案」５８年度より，青梅1983年４月12日
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昭和５８年 度役員

近藤美代子

吉沢郁子

石川愛子

宇津木久子

福田清枝

阿部幸子

榎本法子

野口左津子

塩野谷寛子

並木和子

大坪操子

吉崎利子

武藤しげ子

榎戸タツ子

大島嘉寿美

滝上安家

宇津木保子

顧問 滝上ヤス

滝沢栄子

五＋嵐通子

相談役

会長

副会長

総務部長

文化部長

同副部長

生活部長

同副部長

会計

書記

監事

幹事

（勝沼）

（西分町）

（住江町）

（本町）

（仲町）

（上町）

（森下）

（梅園）

（滝ノ上）

（天ケ瀬）

（大柳）

（日向和田）

黒田保子

小沢久子 ニー

河瀬

小林

伊藤

氏家
子
江
子
子

孝
芳
貞
美

宿谷幸子

井上キヌ

橋本和子

榎本法子

武藤しげ子

尾沢富美子

黒田保子

野崎栄子

榎戸チセ

並木和子

伊藤貞子

斎藤よし子

小嶋キクヨ

松尾幸子

塩野谷寛子佐藤八重子

野ロ左津子

蓮尾真澄

小林芳江

小沢久子

榎戸タツ子

中野兼子

吉崎利子

宇津木絹江 大坪操子

河瀬孝子 岡部たか

昭和５８年度事業計画

定期総会

婦人大会，役員研修会

教養講座開講

戦没者遺族家庭慰問，教養講座

座談会，教養講座（料理教室）

敬老会，フォークダンス講習会，施設見学

市民運動会に参加，施設へおむつを贈る運動

文学散歩，教養講座（料理教室）

歳末たすけ合い運動

教養講座

教養講座閉講，戦没者慰霊祭，幹部研修会

・街をきれいにする運動

・国保10回，国民年金４回の集金を行う。

・防犯，青少年対策，防災，防火，交通安全

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

４
５
６
７
８
９
，
，
，
２
３

･防犯，青少年対策，防災，防火，交通安全推進行事に参加

･福祉ボランティアの推進
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昭和５８年度収支予算

収入の部

予算額 説 明科 目

費収入 360円×1,150人会 414,000

敬老会補助金，美化推進防犯運動事業収入 120,000
岸

国保，国民年金各支部負担金負担金収入 300,000

前年度繰越金繰越金 192,890

総会祝金，預金利子雑収入 23,110

計 1,050,000

支出の部

予算額科 目 説 明

会議費 285,000

総 会 費 総会諸経費230,000

役員会費 本部役員会，幹事会賄55,000

事業費 475,000

敬老会祝品，戦没者墓参経費，慰霊祭負担金慰問費 300,000

講演講習会費 講師謝礼，その他45,000

見学研修費 見学会，研修体補助120,000

生活改善費 座談会，諸雑費10,000

会報発行費 ０

婦人団体協議会納付金，負担金協議会負担金 9０，０００

事務諸費 110,000

需用費 文具，はがき等2０，０００

交通賛 役員旅費4０，０００

祝金，見舞金，香料慶弔費 20,000

交際費 婦人会，交際費20,000

諸 費 謝礼，その他諸経費1０，０００

予備費 会報発行準備積立，その他90,000

計 1,050,000

収支差引残額なし

昭和58年４月12日

青梅市第一婦人会会長阿部幸子
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資料３第一婦人会昭和56年度事業経過報告及び昭和57年度事業経過報告及び事業予定

昭和５６年度

昭和56年度における第一婦人会の事業内容は次のと

おりです。

56.3.26国民年金収納取扱い説明会

事業経過報告

２１教養講座「二つの懸の物語」－古事記と伊

勢物語の世界一

講師青梅市文化保護委員斉

藤'慎一先生

（稀にみる烈しい雷雨の襲来を受け25名参加）

２５水辺パトロールに参加，楓橋から御岳橋ま

で両岸

２９青梅市防災対策委員会に参加市民会館

８．６幹事会料理教室について

幹事会終了後応急手当について講習会を行

う

講師青梅消防署より救急指導員３名

11～１２教養講座料課教室

「涼しいお菓子と夏をのりきる中華風料

理」

講師橋本朝子先生（148名参加）

１６第７回青梅市社会福祉大会

講演ボランティア活動を通して「人間

らしく生きるために」

講師中島充洋先生

９．１青梅市防災訓練に参加

９本部役員会・幹事会敬老祝品準備

１１教養講座「気ぱたらきのすすめ」

講師塩月弥栄子先生

１５敬老，家庭訪問

米寿４名７０才以上高齢者904名を訪問

し，祝品を贈り長寿と幸せを祈る。

２７消防団ポンプ操法訓練審査会に参加

２８青梅市公共施設及び市内史跡見学会

市民会館～安楽寺～日向和田水源地～郷

土博物館１日宮崎家～水の公園(昼食)～総

合体育館～交通公園～物見塚不燃物埋立

地～旧吉野家～教育センター内プラネタ

リューム

３０フォークダンス講習会

講師和田三郎先生（86名参加）

１０．６教養講座「笑いとマラソン人生」

講師春風亭栄橋師匠

市民運動会打合せ会に参加市民会館

７フォークダンス講習会（80名参加）

１１青梅地区市民運動会に参加

青梅市立第一小学校校庭

１３防犯運動の集いに参加 青梅警察署

１４幹事会敬老会会計報告，文学散歩，料理

教室

１６消費者研修会「|こがり豆腐の作り方」に参

加市民会館

４．２新旧幹事会市民会館

５６年度定期総会，新年度本部役員の選出

７幹事会定期総会について

２１本部役員会総会準備

２３昭和56年度定期総会市民会館ホール

１．昭和55年度事業報告

２．昭和55年度決算報告及び会計監査報告

３．新役員の承認

４．昭和56年度事業計画

５．昭和56年度予算

来賓，会員多数の出席を得て以上可決され

ました。

映画男はつらいよ「寅次郎春の夢」上映

５．８国民健康保険税取り扱い説明会

８幹事会総会決算報告，幹部研修会，婦

人大会

１８青梅市婦人大会講演「婦人の社会参加」

講師東京都社会教育委員

並木良先生

２６青梅地区美化推進会議

２７幹部研修会「婦人会について」

講師青梅市教育長谷合良治先生

社会教育部長伊藤友幸先生

市民センター所長山崎聡先生

（25名参加）

２８青梅市防犯協会総会青梅警察署

６．４幹事会教養講座開講ならびに６月，７

月教養講座，戦没者遺族家庭慰問，８月

料理教室，婦人防犯指導員研修会につい

て

２４教養講座開講式講演「教育の窓から」

講師青梅市教育長谷合良治先生

（73名参加）

２５自主グループリーダー研修会

「あすの青梅を考える」

講師並木山青先生福祉センター

２９社会をあかるくする運動青梅市実施委員会

社会教育センター

７．８婦人防犯指導H1修員会青梅警察署

新任指導員委嘱，退任指導員感謝状呈贈

９幹事会戦没者遺族家庭慰問，７月教養

講座，８月料理教室

１３戦没者遺族家庭慰問238世帯288柱の遺族家

庭を慰問いたしました。
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１９防犯広報活動及び防犯診断実施

明ろい選挙推進研修会に参加「話し合いの

進め方」 講師川添六雄先生

３０施設へおむつをおくる運動

8,726枚寄付金92,640円

その他450点を東京善意銀行を通じて諸

施設へ贈る

３１消費生活展の準備永山グランド

１１．１．２．３第12回青梅市消費生活展に参加

「見なおそう我家のくらし」パネルと参考

品の展示永山グランド

２市制施行30周年記念式典に参加

総合体育館

４幹事会文学散歩，料理教室，歳末たす

けあい運動について

１０教養講一文学散歩

秋の古道をたずねて（五日市道，秩父鎌

倉道）講師滝沢博先生

青梅駅～拝島駅～武蔵増戸駅～ここより

徒歩五日市伊奈～大智寺～西光寺～日の

出平井～玉の内～１日二つ塚峠（昼食・休

憩）長渕天祖神社で解散（110名参加）

１２市民健康の集いに参加 霞共益会館

「若さを保つ健康法」

ドクトルチエコ先生

「人を笑わせるこつ」三笑亭笑三師匠

他展示と相談

１８青梅市戦没者追悼式に参列市民会館

１９青梅市金婚祝賀会に参加 市民会館

26～２７料理教室お正月料理（中華風）

講師橋本朝子先生（129名参加）

２９市制30周年記念シンポジューム「明日の青

梅を考えろ」に参加 市民会館

１２．２防火講演会に参加 霞共益会館

幹事会料理教室会計報告，２月教養講

座，その他

歳末たすけあい運動

地区の協力を得て1,925,678円を社会福

祉協議会へ寄託

新年役員総会

消防団出初式丙参加

幹事会２月・３月教養講座，永山グラ

ンド，その他

教養講座「絵のはなし」

講師宇佐美江中先生（59名参加）

美化推進会議教育センター

防火協力婦人部結成式霞共益会館

防犯座談会青梅警察署

幹部研修会

青梅地区戦没者慰霊祭市民会館ホール

自治会，松籟会，婦人会共催にて仏式に

より288柱の慰霊法要を行う

教養講座「社会変化と家庭」－中高年層は

どう考えたいか－

講師歪壼高蟻鬘員長下田寿二先生
教養講座閉講式（49名参加）

自主グループリーダー研修会市民会館

米の料理協議会役員参加

本部役員会定期総会について

国民年金取扱説明会（57年度）

会計監査

年中行事として

街をきれいにする運動

国保10回，国年４回の集金を行う

青少年対策青梅地区委員会行事

６回参加

交通安全推進行事に参加

1５

5７．１．８

１０

２．３

1６
■

２４

２８

３．５

１５～1６

２４

2６

2７

3０

３１

昭和５７年度事業経過報告及び事業予定

５７．４．７幹事会定期総会，５６年度決算報告なら

びに事業報告，５７年度予算ならびに事業

計画，新年度幹事委員研修会，その他

２３本部役員会総会の議案整理，打合せ等

２８昭和57年度定期総会市民会館２階会議室

１．５６年度事業報告

２．５６年度決算報告及び会計監査報告

３．５７年度事業計画

４．５７年度予算

来賓，会員多数の出席を得て以上可決され

ました。

映画寅さんシリーズ「ハイビスカスの花」

上映

国民健康保険税取扱い説明会

第２１回青梅市環境衛生大会参加

本部役員会幹事委員研修会，婦人大会，

その他

地区美化推進会参加

幹事会総会決算報告ならびに反省事項，

幹事委員研修会，婦人大会，その他

青梅市婦人大会市民会館ホール

婦人団体協議会結成25周年記念大会

「女'性の生き方その述懐」

講師天地聡子先生

防犯協会総会に参力

5．６

８

１２

1８

２０

＝

2６

2７
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１７青梅市敬老会に参加

１８おもかげ編集委員会

２４おもかげ編集委員会

２６青少年問題シンポジューム提言についての

アンケートの考察会議

２７フォークダンス講習会和田三郎先生

（74名参加）

１０．１防犯推進会議に参加

４フォークダンス講習会和田三郎先生

５市民運動会参加団体打合せ会

１０第11回青梅地区市民運動会に参加

１４青梅市戦没者追悼式に参加

１５幹事会敬老会決算報告，市民運動会反

省，文学散歩，１０月講座，おむつを贈る

運動などについて

２０青年会議所総会対話集会に参加

２２教養講座「疲労回復をかねた軽体操」

総合体育館トレーニングルームにて

２５施設へおむつをおくる運動

２６第８回社会福祉大会に参加

２７健康課による減塩食の講習会に参加

１１．５．６．７第13回青梅市消費生活展に参加

「みなおそう，わが家のくらし」パネル，

参考品の展示とスライド映写

３会報おもかげ18号発刊

７青少年問題のシンポジュームに参加

９文学散歩（羽村方面の予定）

又は11日講師滝沢博先生

１７～１８料理教室講師橋本朝子先生

12.15歳末たすけあい運動

5８．１．新年役員総会

２．自主グループ発表会

２．幹事会２．３月の教養講座，慰霊祭，

幹部研修会など

２．消費者研修会「中高年の食品のえらび方」

「新しい食品の知識と安全性」

講師食生活改善研究会八藤真先生

３．幹事会年度末の日程，総会準備など

３．戦没者慰霊祭に参加

３．教養講座「時事問題について」

講師駒沢大学法学部助教授

福岡政行先生

閉講式

３．幹部研修会

６．１幹事・委員研修会都内見学（121名参加）

講師滝沢博先生

泉岳寺～江戸城(昼食)～六義園～青梅

１３消防ポンプ操法訓練審査会に参加

青梅交通公園

１６教養講座開講式「青梅市政あれこれ」

講師山崎正雄青梅市長

（46名参加）

１６幹事会幹事委員研修会決算報告，７月

藤手芸，８月料理教室，その他

２５青梅防火協力会防火婦人部総会

青梅消防署

講話「応急手当の手順」

講師小林救急係長

３０社会を明るくする運動青梅地区委員会に参

加 教育センター

７．１教養講座「藤手芸手つきかご」

市民会館２階

講師安井悦子先生（117名参加）

２婦人防犯指導員研修会青梅警察署

９幹事会戦没者遺族家庭慰問，８月料理教

室，会報「おもかげ」について，その他

１３戦没者遺族家庭慰問

238世帯288柱の遺族家庭を訪問いたしま

した。

２０社会を明るくする運動・街頭啓発に参加

８．５幹事会市議会傍聴，敬老会，おもかげ，

フォークダンス，その他

終了後防火協力会婦人部として防災講習を

行う。「地震発生時の措置要領」

講師青梅消防署より係員２名

19～２０料理教室錦丼，しめ卵と青菜の清汁，梅

酒ゼリー，パインアップルサラダ，青や

ぎときゅうりのぬた

講師橋本朝子先生（140名参加）

９．１青梅市防災訓練に参加

４シンポジュームに向けての青少年アンケー

ト用紙配布に参加

６市議会傍聴（58名参加）

８本部役員会幹事会，敬老祝品準備，その

他

Ⅱおもかげ編集委員会

１５敬老者家庭訪問

米寿８名７０才以上の高齢者941名を訪問

し祝品を贈り長寿と幸を祈る

青梅市第一婦人会「おもかげ」第18号より，1982年11月，ｐ､64-71
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